
今月の主な内容
  Ｐ2　特集　ほんとは充実!?伊豆市の地域医療
  Ｐ9　熱中症を予防しよう！
P10　伊豆市ファミリー・サポート・センターのご案内

P17　キラリ、輝く仕事人
Ｐ22　地区懇談会を開催します！
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安
心
安
全
の
強
い
味
方
！

　
ほ
ん
と
は
充
実
!?
伊
豆
市
の
地
域
医
療

特 集

　

市
で
は
、
伊
豆
市
総
合
計
画
後
期
基
本

計
画
で
、『
心
も
身
体
も
健
康
な
ま
ち
づ
く

り
』
を
目
指
し
地
域
医
療
の
充
実
を
掲
げ

て
い
ま
す
。

　

地
域
医
療
は
、
市
民
の
健
康
と
生
命
を

守
る
か
け
が
え
の
な
い
も
の
で
あ
る
た

め
、
社
会
の
変
化
に
的
確
に
対
応
し
、
市
民
、

医
療
機
関
お
よ
び
関
係
者
が
、
切
れ
目
な

い
連
携
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
重

要
で
す
。

超
高
齢
社
会
へ
向
け

在
宅
医
療
を
推
進

　

こ
の
連
携
の
強
化

を
図
る
た
め
に
、
市

で
は
モ
デ
ル
事
業
と

し
て
、『
在
宅
医
療
連

携
推
進
協
議
会
』
を

立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

こ
の
協
議
会
で
は
、
医
療
、
福
祉
関
係
者
、

市
民
の
代
表
が
一
同
に
集
ま
り
、
団
塊
の
世

代
が
後
期
高
齢
者
と
な
る
２
０
２
５
年
の
超

高
齢
社
会
へ
の
対
応
に
向
け
て
、
在
宅
医
療

を
推
進
し
て
い
く
た
め
の
問
題
点
な
ど
を
出

し
合
い
、
今
あ
る
資
源
を
活
用
し
な
が
ら
解

決
策
を
模
索
し
て
い
く
も
の
で
す
。

在
宅
と
外
来
、
市
民
が
最
適
な

医
療
を
選
択
で
き
る
環
境
整
備
に
向
け
て

　

在
宅
医
療
で
は
、
医
療
と
介
護
な
ど
の

連
携
を
、
在
宅
の
『
看み

と取
り
』
の
み
で
な

く
、
重
症
化
予
防
、
介
護
予
防
、
適
正
介
護
、

『
終し
ゅ
う
か
つ活
（
看
取
り
）』
ま
で
の
一
環
し
た
体

制
を
整
備
し
ま
す
。

　

今
回
、
体
制
を
整
備
す
る
上
で
、
皆
さ

ん
に
ぜ
ひ
知
っ
て
い
た
だ
き
た
く
、
次
ペ
ー

ジ
か
ら
は
市
内
の
診
療
所
、
病
院
な
ど
を

紹
介
し
ま
す
。

　

外
来
や
救
急
な
ど
地
域
医
療
の
要
で
あ
る
市
内
の
病
院
（
※
）
や
診
療
所
。

市
で
は
市
民
の
安
心
安
全
を
守
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
医
療
機
関
と
連
携
し
て
、

施
設
の
存
続
や
医
師
確
保
な
ど
を
支
援
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
通

院
・
入
院
な
ど
に
市
外
の
医
療
機
関
を
利
用
す
る
市
民
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
特
集
で
は
、
市
民
の
健
康
増
進
や
市
内
の
医
療
機
関
の
適
正
利
用
を
促

す
こ
と
を
目
的
に
、「
実
は
充
実
し
て
い
る
」
と
い
う
視
点
で
身
近
に
あ
る
病

院
な
ど
の
紹
介
や
、
市
の
地
域
医
療
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

問
合
せ
／
健
康
増
進
課
☎
（
72
）
９
８
６
１

医師の立場から見た、
今の伊豆市の医療の現状はどうか

聴く…interview…

プロフィール

田方医師会副会長・伊豆市支部長
紀平 章代 先生

（日本眼科学会認定眼科専門医・医学博士）

　現在、田方医師会副会長・伊豆
市支部長を務めるほか、修善寺駅
近くの紀平クリニック（柏久保）で、
眼科の診療を担当されています。

（※）患者 20 人以上の入院施設を有するもの

特 集 安心安全の強い味方！ほんとは充実！？伊豆市の地域医療

医師不足と医師の高齢化が課題　
　伊豆市の医療の現状は、今や全国的
に地方で問題となっているとおり『医
師不足』です。
　市内には病院はありますが、どの病
院も医師が不足していて思うように機
能できていない状況です。また、診療
所の数も減少し、医師の年齢も高齢化

（平均年齢 60 代後半）している状況
です。何とか若い医師に一人でも多く
伊豆市へ来てもらえるよう、医師会と
しても努力していますが、なかなか思
うように進みません。そんな状況でも、
それぞれの医療機関では、地域医療に
役立てるように精一杯努めています。

身近な相談相手『かかりつけ医』が
健康増進の秘

ひけつ

訣
　次に市民の皆さんが医療機関を利用
する上で、ぜひお勧めしたいことは、

近くに『かかりつけ医』をつくってお
くことです。人は家庭環境や体調、体
質など千差万別です。いつも一人の医
師に診てもらっていれば、医師はその
人のことを普段から把握することがで
きます。それにより、いざというとき
に医師が迅速に対応できます。特に高
齢者の皆さんにお勧めです。
　また、ほかの診療科のことでも気軽
に相談してください。適切な指導とと
もに、必要に応じて、病院などとも連
携してくれると思います。

早期発見・早期治療のために
　まずは自分の健康状態を常に知って
おくことが大切です。自分の身は自分
で守る、そして、いざというときには
様子を見るようなことはせずに、すぐ
に医療機関（かかりつけ医）に相談し
てください。

あなたの健康をサポート！地域の身近な相談相手

市内の診療所（かかりつけ医）を紹介します

　　　　診　療　所　名　　　　　　　　　　　診　療　科　目　　　　　　　　　　　　住　所・問　合　せ

青山内科クリニック　　　　　　　　内科　　　　　　　　　　　　　　　　　　　加殿 46-6　　  ☎（74）2111

小山田医院　　　　　　　　　　　　内科、アレルギー科、小児科、心療内科　　　修善寺 277-1　☎（72）3125

紀平クリニック　　　　　　　　　   内科、循環器科、皮膚科、眼科　　　　　　　柏久保 503-1　☎（72）5521

修善寺クリニック　　　　　　　　　内科、皮膚科　　　　　　　　　　　　　　　柏久保 609　　☎（72）7272

すずき耳鼻咽喉科・小児科　　　　　内科、小児科、耳鼻咽喉科　　　　　　　　　柏久保 1276　 ☎（72）0902

大和堂医院　　　　　　　　　　　　内科、小児科　　　　　　　　　　　　　　　修善寺 947　　☎（72）0015

南雲整形外科クリニック　　　　　　リハビリテーション科、整形外科、　　　 　　柏久保 636-11  ☎（72）3111
　　　　　　　　　　　　　　　　　リウマチ科、ペインクリニック整形外科

加藤内科　　　　　　　　　　　　　内科、循環器科、小児科　　　　　　　　　　土肥 446-21　 ☎（98）0012

佐藤医院　　　　　　　　　　　　　内科、アレルギー科、小児科　　　　　　　　八木沢 755-2　☎（99）0005

西伊豆病院附属土肥クリニック　　　内科、整形外科、泌尿器科、人工透析　　　　小下田 1909　 ☎（99）1234

今野医院　　　　　　　　　　　　　内科、小児科　　　　　　　　　　　　　　　八幡 213-2　　☎（75）7050

中村医院　　　　　　　　　　　　　内科　　　　　　　　　　　　　　　　　　　八幡 298-1　　☎（83）0396

　『かかりつけ医』は、健康状態や病歴、持病などを把握していて、入院や精密検査が必要な
場合は専門医（病院）を紹介してくれるほか、緊急時にも迅速で適切な対応をしてくれます。
　また、普段の食事や生活など健康管理のアドバイスをしてくれたり、診察の待ち時間が比較
的短く済んだりするなどの利点があります。

▲協議会で議論する関係者



　

４
月
か
ら
内
科
、
外
科
の
常
勤
医
師
お

よ
び
婦
人
科
の
医
師
が
赴
任
し
ま
し
た
。

患
者
の
立
場
を
思
い
や
る
医
療

　

内
科
の
医
師
は
、
自
治
医
大
卒
で
地
域
医

療
に
積
極
的
で
す
。
地
域
住
民
の
健
康
増
進

に
努
め
、
患
者
さ
ん
の
立
場
に
立
っ
た
診
療

を
行
な
い
ま
す
。
ま
た
、
複
数
の
医
師
が
常

勤
で
い
ま
す
の
で
交
代
も
あ
り
ま
せ
ん
。

専
門
治
療
・
救
急
医
療
に
対
応

　

外
科
の
医
師
は
、
消
化
器
外
科
が
専
門

で
、
静
岡
赤
十
字
病
院
か
ら
異
動
し
て
き

ま
し
た
。
ほ
か
に
も
一
般
外
科
疾
患
に
対

応
し
、
胃
、
食
道
、
大
腸
、
肝
臓
、
す
い
臓
、

胆
の
う
な
ど
疾
患
の
専
門
治
療
お
よ
び
救

急
疾
患
に
対
応
し
ま
す
。

伊
豆
市
婦
人
検
診
を
女
性
医
師
が
行
な
い
ま
す

　

地
域
か
ら
の
要
望
に
応
え
、
毎
週
火
・

木
曜
日
に
女
性
医
師
に
よ
る
婦
人
科
診
療

を
再
開
し
ま
し
た
。
診
療
の
ほ
か
婦
人
科

検
診
に
も
対
応
し
ま
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
は
、
昭
和
48
年
に
Ｊ
Ａ
共

済
の
全
面
支
援
を
受
け
て
創
設
し
ま
し
た
。

　

福
祉
、
医
療
、
介
護
の
３
つ
の
機
能
を

持
っ
た
総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
と
し
て
、
利
用
さ
れ
る
皆
さ
ん
が
、

住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
自
立
し
た
生
活
を

送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
を
通
し
て
支
援
し
て
き
ま
し
た
。

　

ロ
ボ
ッ
ト
ス
ー
ツ
『
Ｈハ

ル
Ａ
Ｌ
』
の
導
入
、

セ
ン
タ
ー
敷
地
内
コ
ー
ス
で
の
自
動
車
運

転
実
車
評
価
な
ど
、
新
た
な
取
り
組
み
も

積
極
的
に
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
か
ら
循
環
器
科
専
門
医
、
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
科
（
指
導
医
）・
整
形
外
科
専

門
医
も
加
わ
り
、
さ
ら
に
充
実
し
た
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　

当
院
は
、
脳
血
管
疾
患
、
関
節
リ
ウ
マ

チ
、
整
形
外
科
術
後
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
医
療
を
中
心
に
、
医
師
、
看
護
師
な
ど
、

す
べ
て
の
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
徹
底
し
た

チ
ー
ム
ケ
ア
で
患
者
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

専
門
外
来
の
充
実

　

一
般
診
療
の
ほ
か
に
、
専
門
外
来
（
脳

神
経
外
科
、
皮
膚
科
、
リ
ウ
マ
チ
科
、
泌

尿
器
科
）
を
設
け
て
い
ま
す
。
検
査
、
レ

ン
ト
ゲ
ン
撮
影
な
ど
も
当
日
に
行
な
う
こ

と
が
可
能
で
す
。

近
隣
急
性
期
病
院
と
の
連
携

　

脳
血
管
疾
患
や
整
形
外
科
手
術
な
ど
で
、

急
性
期
病
院
で
の
治
療
後
に
在
宅
生
活
に

支
障
や
不
安
が
あ
る
人
は
、
在
宅
復
帰
に

向
け
た
リ
ハ
ビ
リ
が
必
要
で
す
。
当
院

は
、
近
隣
急
性
期
病
院
（
順
天
堂
静
岡
病

院
、
伊
豆
医
療
セ
ン
タ
ー
な
ど
）
と
連
携
し
、

早
期
に
リ
ハ
ビ
リ
に
移
れ
る
よ
う
、
転
院

の
受
け
入
れ
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

在
宅
療
養
支
援

　

病
気
や
障
が
い
の
あ
る
人
へ
、
住
み
慣

れ
た
ご
家
庭
で
過
ご
せ
る
よ
う
充
実
し
た
在

宅
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。
ま
た
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
、
介
護
保
険
の
相
談
な
ど
在
宅
療

養
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
も
行
な
い
ま
す
。

医
療
設
備
の
充
実

　

当
院
で
は
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
撮
影
、
Ｃ
Ｔ
撮
影
、

超
音
波
検
査
、
心
電
図
、
モ
ニ
タ
ー
心
電
図
、

内
視
鏡
、
骨
塩
定
量
検
査
な
ど
の
医
療
設

備
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

地
域
に
役
立
つ
病
院
で
す
！

　

伊
豆
赤
十
字
病
院

住
所
・
問
合
せ
／
小
立
野
１
０
０ 

☎
（
72
）
２
１
４
８

聴く…interview…

　院長に病院や医療についてインタビュー！
Q. 伊豆赤十字病院のモットーは何ですか？
A. モットーは『地域に役立つ病院』です。一般

病棟、療養病棟、介護老人保健施設と 3 つ機能
を使い分けながら、患者や利用者の皆さんの変
化に適切に対応します。

Q. 手術についてはいかがですか？
A. 新たな外科医は消化器手術を行います。これ

も地域の皆さんに役立つものだと思います。
Q. 院長は小児科がご専門ですね？
A. 小児科アレルギー外来を開設しています。お

気軽にご相談ください。また小児科は、19 時
までの診療や予防接種に対応しています。予防
接種で、子どもの病気を防ぐのは親の役目で
す！

　
　　　　　　　　　　　　　当院では、今後もさら
　　　　　　　　　　　　に診療体制の充実を図り、
　　　　　　　　　　　　救急医療をはじめとした
　　　　　　　　　　　　地域の医療ニーズに応え
　　　　　　　　　　　　ていきます。

❖病院概要❖

病床数／ 94 床（一般病棟
53 床、療養病床 41 床） 
診療科／内科（呼吸器・循環
器・糖尿病内科）、外科、小
児科（小児アレルギー）、整
形外科、泌尿器科、婦人科 
外来休診／土・日曜、祝
日、年末年始、8 月 1 日

（創立記念日）
特殊診療／人工透析（21
床）、訪問看護、外来フッ
トケア

福
祉
・
医
療
・
介
護
保
険
事
業
に
よ
る
総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
支
援

中
伊
豆
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

住
所
・
問
合
せ
／
冷
川
１
５
２
３ 

― 

１
０
８ 

☎
（
83
）
２
１
１
１

聴く…interview…

病院の状況を新任医師に聞きました！
　当センターは、脳血管障害と運動器
疾患のリハビリテーション専門病院と
して長い歴史と伝統があります。
　しかし、これらの患者さんの多くが
心臓疾患を合併していることは意外と
知られていません。脳血管障害の患者
さんのうち30％に治療が必要な心臓疾患があり、70％
には何らかの心臓の問題が診断されています。中には
きわめて重症な心臓疾患の人もいます。私は、これら
の心臓疾患を同時に診療し、リハビリテーションが効
果的で安全に進められるように努めています。

　　　　　　　　　入院は、脳血管障害、脊髄疾患、
　　　　　　　　神経筋疾患、骨関節疾患などの皆さ
　　　　　　　　んです。外来は、入院治療後の継続
　　　　　　　　通院だけでなく、腰痛、坐骨神経痛、
　　　　　　　　変形性関節症などの関節痛、骨折を
　　　　　　　　含む外傷後の皆さんが、リハビリで
　　　　　　　　 通院されています。

❖病院概要❖

病床数／ 140 床（回復期リハ
ビリテーション病棟）
診療科／内科、循環器内科、
脳神経外科、整形外科、リハ
ビリテーション科、歯科・口
腔外科
外来休診／土・日曜、祝日
特殊外来／自動車運転評価外
来、摂食・嚥

えんげ

下外来
その他／修善寺駅・伊東駅か
ら送迎バスを運行しています。

充
実
し
た
外
来
機
能
と
実
績
あ
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供

中
伊
豆
温
泉
病
院

住
所
・
問
合
せ
／
上
白
岩
１
０
０
０ 

☎
（
83
）
３
３
３
３

聴く…interview

　地域医療の発展に貢献したい！
　JA の病院として、当院の強みである回復期リハビ
リテーションや関節リウマチ、整形外科手術、消化器
　　　　　　　　　　　　内視鏡（外科）など病院機
　　　　　　　　　　　　能の充実に努め、地域医療
　　　　　　　　　　　　の発展に貢献できるよう、
　　　　　　　　　　　　誠心誠意努力していきます。

❖病院概要❖

病床数／ 297 床
診療科／内科、外科、整形外科、リ
ハビリテーション科、リウマチ科、
皮膚科、外科（消化器内視鏡）
外来休診／日曜、祝日、第 2・4・5
土曜、開院記念日、年末年始
その他／人間ドック、生活習慣病検
診、特定健診、訪問看護、訪問リハ、
ケアプラン作成、通所リハビリ
※修善寺駅や天城湯ケ島・中伊豆エリ

アからの送迎車を運行しています。

特 集 安心安全の強い味方！ほんとは充実！？伊豆市の地域医療

院長 吉田 隆實 先生

農
協

共
済

循環器内科
水嶋 和彦 先生

リハビリテーション科
整形外科

園田 昌毅 先生

聴く…interview…

Ｊ
Ａ
静
岡
厚
生
連

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

　　市内の病院を紹介します

院長
安田 勝彦 先生

安　心・充　実   ！

伊豆赤十字病院

伊豆慶友病院
中島病院

中伊豆温泉病院中伊豆リハビリテーションセンター
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脳血管疾患
15.8%

関節・整形疾患
15.6%

認知症
14.1%

がん
12.6%骨折

12.3%
その他
7.9%

廃用・運動器
不安定 7.6%

パーキンソン 2.9%

呼吸器疾患 2.4%
糖尿病 1.8%

高血圧・心疾患
7%

医
療
・
介
護
提
供
体
制
の
改
革
に
向
け
て

　

国
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
医
療
、
介
護
の
在

り
方
に
つ
い
て
、
地
域
に
お
け
る
医
療
お
よ

び
介
護
の
総
合
的
な
確
保
を
推
進
す
る
た
め
、

関
係
法
律
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
す
な

わ
ち
、
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
体
制

の
改
革
で
す
。

　

ま
ず
、
発
病
後
は
『
高
度
急
性
期
病
院
』。

手
厚
い
医
療
と
看
護
に
よ
り
早
期
に
急
性
期

後
の
病
院
や
リ
ハ
ビ
リ
病
院
へ
転
院
と
な
り

ま
す
。
病
院
の
退
院
支
援
ス
タ
ッ
フ
が
連
携

先
の
身
近
な
病
院
を
紹
介
し
ま
す
。
次
に
紹

介
さ
れ
た
病
院
に
て
集
中
的
に
リ
ハ
ビ
リ
を

受
け
、
慢
性
期
病
院
、
在
宅
復
帰
、
社
会
復

帰
と
な
り
ま
す
。
在
宅
復
帰
後
は
、
外
来
医

療
、
在
宅
医
療
、
訪

問
看
護
サ
ー
ビ
ス
や

在
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
行

政
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス

な
ど
を
利
用
し
地
域

で
過
ご
す
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

地
域
で
安
心
し

て
自
分
ら
し
い
生

活
が
で
き
る
よ
う
、

『
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
の
整
備
』

を
実
施
予
定
で
す
。

医
療
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
る
伊
豆
市

　

先
ほ
ど
紹
介
し
た
診
療
所
、
病
院
の
機

能
な
ど
か
ら
見
る
と
、
市
内
に
は
『
高
度

急
性
期
病
院
』
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
急
性

期
後
の
病
院
、
リ
ハ
ビ
リ
病
院
、
慢
性

期
病
院
は
あ
り
ま
す
。
特
に
リ
ハ
ビ
リ

病
院
は
、
専
門
職
に
よ
る
リ
ハ
ビ
リ
が
充

実
し
て
い
て
、
在
宅
復
帰
後
の
ケ
ア
も
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
伊
豆
市
で

は
、
人
口
10
万
人
当
た
り
の
ベ
ッ
ド
数
は
、

２
２
７
４
・
４
床
で
県
下
１
位
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
市
で
は
、
医
療
・
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
一
体
化
を
進
め
て
い
く
上
で
、
医
師

不
足
な
ど
の
課
題
は
あ
る
も
の
の
、
充
実
し

た
医
療
環
境
が
整
っ
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

　在宅での『看取り』の環境ができて
も、誰もが自分らしく元気にいたいと
思います。このためにも、『健康づく
りで健康寿命を延ばし寝たきりの期間
を短く』を目指していただきたいです。
　介護保険利用の理由の 6 割は脳卒
中、高血圧、がんなどの生活習慣病と
骨折、関節・整形疾患です。また市民
の傾向として、毎年、県平均を上回る
国保の医療費（1 人当たり年間約 30
万円）からも、重症になってから医療
機関を受診していることが分かります。

　これらは特定健診、がん検診、ロコ
モティブシンドローム対策（※）をす
ることで予防が可能です。また、軽い
うちから定期的に受診すること、すな
わち『かかりつけ医』をつくっておく
ことが大切です。少しの体調の変化に
早期に対応するためにも、まずは地元
の医療機関へ受診することをお勧めし
ます。
　最後に、地元にある診療所、医療機
関に受診しながら、
生活習慣の改善に
も取り組むことが
自分らしく生きが
いを持って生活で
きることだと思い
ます。

特 集 安心安全の強い味方！ほんとは充実！？伊豆市の地域医療

市
民
の
健
康
増
進
と
、
よ
り
住
み
や
す
い
地
域
を
目
指
し
て

  

医
療
介
護
の
一
体
化
サ
ー
ビ
ス
を
推
進

聴く…interview…

住み慣れた地域で受ける治療が何よりの特効薬！
病気や介護予防のために地域医療を上手に活用しましょう　

今
回
の
特
集
で
、
身
近
に
あ
る
病
院
な
ど
地
域
医
療
を
見
直

し
、
安
心
安
全
な
伊
豆
市
を
再
確
認
し
た
人
も
、
い
ら
っ
し
ゃ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
一
方
で
、
こ
れ
か
ら
迎
え
る
超

高
齢
社
会
に
向
け
た
市
民
一
人
一
人
の
覚
悟
も
必
要
で
す
。

　
住
み
慣
れ
た
家
、
互
い
に
顔
の
知
れ
た
地
域
、
そ
ん
な
環
境

の
中
で
、
市
民
が
最
適
な
医
療
を
受
け
ら
れ
健
康
で
い
ら
れ
る

よ
う
に
、
今
後
も
市
で
は
、
医
療
機
関
な
ど
と
連
携
し
地
域
医

療
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

（※）『立つ』『歩く』などの人の動きをコント
ロールするための体の器官や運動器が衰えて
いる、あるいは衰え始めている状態のこと。

≪本人・家族の選択と心構えについて≫
　単身高齢者の増加など超高齢社会を迎えると、地域医
療の環境が十分整っていても、自宅で一人で亡くなって
いたという『最後』も珍しくないと思います。常に『自
宅で安らかに亡くなる』わけでないことを住民が理解し、
覚悟することも今後必要となっていきます。

出典：『地域包括ケア研究会報告書 2013 版』

❖国の『地域包括ケア』のイメージ図❖

医療法人社団 同仁会 中島病院
住所・問合せ／松ケ瀬 75 ☎（87）0333

医療療養病床への転換
　治療のみならず保健サービス（健康づくり）、在宅
ケア、リハビリテーション、福祉、介護サービスなど
を総合的かつ一体的に提供する地域包括医療を行なっ
ています。現在、これまでの知識や経験を基に医療療
養病床に向けて準備を始めています。併せて、月ケ瀬
にシルバーレジデンス（※）を開設する予定です。

（※）高齢者向け住宅・アパートなどのこと。

医師を増員！充実した医療体制を確保
　認知症や介護が必要な人、
地域の皆さんが、何でも気
軽に相談できるように職員
一丸で努力しています。
　また、４月から県立こど
も病院小児科医長として、
長年勤務されてきた小黒克
彦先生が赴任し、順天堂静
岡病院、伊豆保健医療セン
ターにご協力いただき、高
木院長のもと、より充実し
た診療体制となっています。

医療と介護のトータルサポート
　一般病棟、療養病棟に加え、今年２月に介護療養型
老人保健施設『老健つきがせ』を開設。医療と介護の
ケアミックス型施設となりました。
　午後の外来診療も再開し、さまざまなご相談に誠心
誠意お応えします。
地域に根付いた医療介護を目指して
　天城湯ケ島地区への
無料個別送迎サービス、
３カ月に一度の地域医
療セミナー、お花見や
納涼祭の行事など、地
域の皆さんとともに生
き、必要とされる病院
を目指しています。
　今後も地域の皆さん
の声に耳を傾け、より
よい医療と介護サービ
スを提供します。

地域とともに 120年！
地域に密着した医療福祉を提供 地域に必要とされる病院でありたい！

　　医療法人全心会 伊豆慶友病院
住所・問合せ／月ケ瀬 380-2 ☎（85）1701

❖病院概要❖

病床数／ 102 床（一般病棟 55 床、
療養病棟 47 床）、57 床（老人保健
施設併設）
診療科／整形外科、内科、リハ
ビリテーション科
外来休診／日曜、祝日
医療機器、設備など／ X 線シ
ステム、X 線透視システム、マ
ルチスライス CT、MRI、骨密
度装置、超音波装置、生化学自
動分析装置、自動血球測定装置、
免疫自動分析装置、眼底カメラ、
心電図、リハビリ機器

❖病院概要❖

病床数／ 80 床（療養病床）
診療科／内科、外科、整
形外科、胃腸科、呼吸器
科、耳鼻咽喉科、小児科、
皮膚科
外来休診／日曜、祝日、
年末年始（小児科は日曜、
祝日の午前中も受診可）
その他／伊豆長岡小児ク
リニック、訪問看護ステー
ションなかじま、居宅介
護支援事業所、通所リハ
ビリテーション 聴く…interview…

　6月から外来診療がさらに充実！
　当院は、開設して2年7カ月となりました。現在、一般病棟と
療養病棟があり、今年2月には、同法人が運営する介護療養
型老人保健施設『老健つきがせ』を開設しました。
　外来の診療科目は、内科と整形外科のみですが、少しでも
地域医療に貢献できるよう、職員一同、頑張ってまいりました。
おかげさまで、伊豆市の広い地域のみならず、隣接する周辺
地域からも受診していただいています。
　現在、整形外科外来は、週４回午前中
のみの診療ですが、6月から内科同様、月
曜日から土曜日まで外来診療を行なって
います。さらに便利な病院になると思い
ますので、どうぞ受診してください。

院長
矢部 啓夫 先生

聴く…interview…

　患者さんに優しい『地域の病院』を目指して
　当院は、明治 25 年（1892）に始まり、120 年築
き上げた歴史を大切にしながら『一視同仁（誰をも差
別せず、すべての人を平等に見て一様に仁愛を施す）』
を基本理念に、自然に囲まれた環
境を生かし、地域に密着した医療
福祉を提供しています。
　今後も地域医療に貢献するべく、

『かかりつけ医』としての機能を
果たしていきたいと考えています。

院長
高木 文昭 先生

指
先
か
ら
伝
わ
る

リ
ハ
ビ
リ
指
導
の

一
生
懸
命
さ
に
感
動
！

　

市
内
の
病
院
に
は
、
40
日

間
の
入
院
生
活
で
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。

　

休
日
も
関
係
な
く
、
患
者

の
立
場
に
立
っ
た
リ
ハ
ビ
リ

プ
ラ
ン
を
立
て
て
い
た
だ
き
、

あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
。
ま

た
、
外
来
リ
ハ
ビ
リ
も
充
実

し
て
い
て
助
か
り
ま
し
た
。

先
生
も
看
護
師
さ
ん
も

と
て
も
親
切
！

病
院
の
雰
囲
気
も
好
き
!!

　

昼
夜
を
問
わ
ず
、
子
ど
も

の
急
な
発
熱
な
ど
に
も
対
応

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

本
当
に
心
強
く
あ
り
が
た

か
っ
た
で
す
。

市
内
病
院
を
利
用
す
る

市
民
の
声
を
聞
き
ま
し
た

遠藤 幹恵さん・
維颯くん・颯真くん

（柏久保在住）
森野 洋子 さん

（年川在住）

伊豆市役所健康増進課

課長 秋津 三枝子
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❖平成 25年度要介護認定申請理由❖



高齢者の介護・健康・福祉などのご相談は、

『地域包括支援センター』へ

　修善寺地区と各地区地域包括支援センターを
統括しています。高齢者や家族からさまざまな
相談を受けています。
　地域の皆さんや商店・金融機関の皆さんに
知っていただき、『何でも相談できる所』として
お気軽にご相談ください。

ところ／生きいきプラザ
問合せ／☎（72）9860

　私たちは、高齢者やその家族の「困った！」や
「どうしたらいいの？」を一緒に考え、支援して
います。高齢になると今まで予想もしなかったこ
とが起こりますね。介護に関する悩みや不安、病
気のこと、お金のこと…そんなとき、一人で悩ま
ずにどんなことでも相談してください。
　年３回、介護者のつどい(おしゃべり会)を行
なっています。お気軽にご参加ください。

ところ／中伊豆支所
問合せ／☎（83）5488

　毎月約 300 件以上の相談が寄せられていま
す。介護についての相談が最も多いですが、最
近では一人暮らしの高齢者が増え、「ごみ出しに
行くことができない」など、介護保険のサービ
スだけでは対応できないような相談も増えてい
ます。高齢者本人の相談だけでなく、家族や地
域からの相談にも丁寧に対応しています。

ところ／天城保健福祉センター
問合せ／☎（75）8200

　３人のスタッフで、地域の高齢者や家族の支
援に貢献していきたいと考えています。その支
援を効果的に行なうために、日ごろから関係機関
や地域の皆さんと積極的な関係づくりや連携を
密にしていきます。土肥地区が高齢者とその家
族に優しい地域になることを目指していきます。

ところ／土肥支所
問合せ／☎（98）3001

　地域包括支援センターは、地域で暮らす高齢者や家族のさまざまな相談に対応する
総合相談窓口です。
　例えば「うちのおじいさん、お風呂に入るのが大変になってきた」、「近くの一人暮ら
しの高齢者の様子が気になる」などの介護に関する相談や、「詐欺や悪質な訪問販売
の被害に遭いそうになった」など権利擁

よ う ご

護や虐待防止などの相談に応じています。
　センターには、主任ケアマネージャー、保健師、社会福祉士などの専門職が配置され、
相互に連携を取るため総合的な相談が可能です。窓口にお気軽にご相談ください。

伊豆市地域包括支援センター

介護者のつどい～家族介護者教室～
　

介
護
の
悩
み
を
打
ち
明
け
ら
れ
る

場
と
し
て
、
介
護
者
の
つ
ど
い
を
開

催
し
ま
す
。

　

認
知
症
看
護
認
定
看
護
師
に
よ
る

講
話
と
ア
ド
バ
イ
ス
の
時
間
を
設
け

て
い
ま
す
。
認
知
症
の
人
へ
の
か
か

わ
り
方
を
知
り
理
解
を
深
め
、
生
活

に
生
か
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

　

ぜ
ひ
ご
参
加
い
た
だ
き
、
ホ
ッ
と

す
る
時
間
を
持
ち
ま
せ
ん
か
。

　　　　開催日時 　　　　  場所 　　　　 申込み・問合せ
7月8日（火）
13時30分～15時

生きいきプラザ　
伊豆市地域包括支援センター
☎（７２）９８６０

８月20日（水）
13時30分～15時

土肥支所
土肥地区地域包括支援センター
☎（９８）３００１

９月12日（金）
13時30分～15時30分

特別養護老人ホーム
中伊豆　シアタールーム

中伊豆地区地域包括支援センター
☎（８３）５４８８

10月20日（月）
13時30分～15時

天城保健福祉センター
天城湯ケ島地区地域包括支援
センター☎（７５）８２００

平成27年2月23日（月）
13時30分～15時

天城保健福祉センター
天城湯ヶ島地区地域包括支援
センター☎（７５）８２００

問合せ／長寿介護課☎（72）9860

熱
中
症
を

   

予
防
し
よ
う
！

　

熱
中
症
は
、
高
温
多
湿
な
環
境
に
長
く
い
る
こ
と
で
、

体
温
調
節
機
能
が
う
ま
く
働
か
な
く
な
り
、
体
内
に
熱
が

こ
も
っ
た
状
態
の
こ
と
で
す
。
急
に
暑
く
な
っ
た
日
は
特

に
注
意
が
必
要
で
す
。
屋
外
だ
け
で
な
く
室
内
で
何
も
し

て
い
な
い
と
き
で
も
発
症
し
、
救
急
搬
送
や
場
合
に
よ
っ

て
は
死
亡
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

　

熱
中
症
は
、
適
切
な
対
策
を
す
れ
ば
防
ぐ
こ
と
が
で
き

ま
す
。
熱
中
症
に
つ
い
て
正
し
い
知
識
を
身
に
付
け
、
体

調
の
変
化
に
気
を
付
け
る
と
と
も
に
、
周
り
に
も
気
を
配

り
、
熱
中
症
に
よ
る
健
康
被
害
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

熱中症の症状
○めまい、立ちくらみ、手足のしびれ、 
　筋肉のこむら返り、気分が悪い
○頭痛、吐き気、嘔

おう

吐
と

、倦
けん

怠
たい

感
かん

、虚
きょ

脱
だつ

感
かん

、

   いつもと様子が違う

重症になると、
○返事がおかしい、意識消失、けいれん、
   体が熱い

●
室
内
で
は
…

　

扇
風
機
や
エ
ア
コ
ン
で
温
度
を
調
節
。
遮
光

カ
ー
テ
ン
、
す
だ
れ
、
打
ち
水
の
利
用
。
室
温

の
こ
ま
め
な
確
認
。　

●
外
出
時
に
は
…

　

日
傘
や
帽
子
の
着
用
。
日
陰
の
利
用
。
こ
ま

め
な
休
憩
。
天
気
の
よ
い
日
は
、
必
要
の
な
い

日
中
の
外
出
を
控
え
る
。

　
●
体
の
蓄ち
く
ね
つ熱
を
避
け
る
た
め
に
…

　

通
気
性
の
よ
い
、
吸
湿
性
・
速
乾
性
の
あ
る

衣
服
を
着
用
す
る
。
保
冷
剤
、
氷
、
冷
た
い
タ

オ
ル
な
ど
で
体
を
冷
や
す
。　
　
　

●
水
分
補
給

　

の
ど
の
渇
き
を
感
じ
な
く
て
も
、
こ
ま
め

に
水
分
と
塩
分
、
経け
い

口こ
う

補ほ

水す
い

液え
き

（
水
に
食
塩

と
ブ
ド
ウ
糖
を
溶
か
し
た
も
の
）
な
ど
を
補

給
す
る
。

そ
の
１

　

暑
さ
を
避
け
る

そ
の
2

　

こ
ま
め
な
水
分
補
給

●
予
防
対
策

●
熱
中
症
が
疑
わ
れ
る
人
を

　

見
掛
け
た
ら

●
涼
し
い
場
所
へ

　

エ
ア
コ
ン
が
効
い
て
い
る
室
内
や
風
通
し
の
よ
い
日

陰
な
ど
、
涼
し
い
場
所
へ
避
難
さ
せ
、
衣
服
を
ゆ
る
め
、

体
を
冷
や
す
（
特
に
、
首
の
周
り
、
脇
の
下
、
足
の
付

け
根
な
ど
）。

●
水
分
補
給

　

自
力
で
水
が
飲
め
な
い
、
意
識
が
な
い
場
合
は
、
す

ぐ
に
救
急
車
を
呼
び
ま
し
ょ
う
！

　

暑
さ
の
感
じ
方
は
、
人
に
よ
っ
て
違
い
ま
す
。

　

そ
の
日
の
体
調
や
暑
さ
に
対
す
る
慣
れ
な
ど
が
影
響

し
ま
す
。
体
調
の
変
化
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

　

高
齢
者
や
子
ど
も
は
、
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

　

熱
中
症
患
者
の
お
よ
そ
半
数
は
65
歳
以
上
の
高
齢
者

で
す
。
高
齢
者
は
暑
さ
や
水
分
不
足
に
対
す
る
感
覚
機

能
が
低
下
し
て
お
り
、
暑
さ
に
対
す
る
体
の
調
整
機
能

も
低
下
し
て
い
る
の
で
、
注
意
が
必
要
で
す
。
子
ど
も

は
体
温
の
調
節
能
力
が
ま
だ
十
分
に
発
達
し
て
い
な
い

の
で
、
周
り
が
気
を
配
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
暑
さ
を

感
じ
な
く
て
も
室
温
や
外
気
温
を
測
定
し
、
扇
風
機

や
エ
ア
コ
ン
を
使
っ
て
温
度
調
整
す
る
よ
う
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。

　

節
電
を
意
識
す
る
あ
ま
り
、
熱
中
症
予
防
を
忘
れ
な

い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

気
温
や
湿
度
の
高
い
日
に
は
、
無
理
な
節
電
は
せ
ず
、

適
度
に
扇
風
機
や
エ
ア
コ
ン
を
使
い
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
／
健
康
増
進
課　

☎
（
72
）
９
８
６
１

　
　
　
　

長
寿
介
護
課　

☎
（
72
）
９
８
６
０

●
注
意
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天城湯ケ島地区地域包括支援センター
中伊豆地区地域包括支援センター

土肥地区地域包括支援センター



●おねがい会員（援助を受けたい人）
　小学生以下のお子さんをお持ちの人。

●まかせて会員（援助を行ないたい人）
　特別な資格は必要ありませんが、事前に
講習を受けていただきます。講習は、育児に
関することや救急法など、日々の生活にも役
立つ内容です。
　両方希望する場合には、『どっちも会員』に
なることもできます。

伊豆市
ファミリー･サポート･センター

のご案内 

伊豆市
ファミリー･サポート･センター

のご案内 
伊豆市ファミリー・サポート・センターとは伊豆市ファミリー・サポート・センターとは

　子育ての経験を生かしてみませんか？
　「保育園のお迎えに間に合わないから行ってもらえ
ないかしら」など、急な依頼に応えていただける人、大
歓迎です。詳細は市ホームページに掲載しています。
申込み・問合せ／こども課☎（72）9870

まかせて会員さんが少ないので、募集中です。
〇子どもが好きな人
〇子育てが一段落して、手が空いている人
〇家に幼児がいるので、一緒に預かることができる人

会員を随時募集中です!！会員を随時募集中です!！

おねがい会員 どっちも会員 まかせて会員
　　７３ ５ ３４

会員数（平成26年4月1日現在）

■利用状況（平成25年度）
保育園への送迎…………… 407件
保育園開始前の預かり……… 6件
放課後児童クラブへの迎え… 60件
土日・祝日の預かり…………… 8件

■利用料金／
子ども一人1時間当たり
平日7時～19時：600円
上記以外：700円

どんな活動を
しているの？
どんな活動を
しているの？

　『子育てを援助してほしい人』
と、『子育てを援助できる人』が会
員になり、地域の中で助け合いな
がら子育てしていく活動です。

どんなときに
利用できるの？
どんなときに
利用できるの？

〇幼稚園･保育園
　などの送り迎えをお願いしたい
〇保護者の病気や通院、急な用事などのときに
　子どもを預かってもらいたい
※預かる場所は、原則として『まかせて会員』
　の自宅です。

高
校
生
の

バ
ス
通
学
補
助
が
ス
タ
ー
ト
!!

　

高
等
学
校
な
ど
に
バ
ス
を
利
用
し
て
通
学
す
る
生
徒
の
保
護
者
の
負
担
軽
減

と
路
線
バ
ス
の
利
用
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、４
月
１
日（
火
）か
ら
、通
学

に
バ
ス
を
利
用
す
る
高
校
生
の
通
学
定
期
券
購
入
費
用
の
補
助
を
始
め
ま
し
た
。

◆
補
助
対
象
者

   

次
の
①
～
③
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
生
徒

ま
た
は
、
そ
の
保
護
者
。

　

① 

高
等
学
校
な
ど
に
在
籍
す
る
人

　

② 

伊
豆
市
に
住
所
を
有
す
る
人

　

③ 

中
学
校
卒
業
後
３
年
以
内
の
人

※
た
だ
し
、特
別
な
事
情
が
あ
る
場
合
は
延
長
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

◆
補
助
要
件

　

市
内
の
乗
合
バ
ス
事
業
者
が
発
券
す
る
通
学

定
期
券
で
、生
徒
の
居
住
地
の
最
寄
り
の
バ
ス

停
か
ら
、生
徒
が
通
学
す
る
高
等
学
校
の
最
寄

り
の
バ
ス
停（
バ
ス
の
使
用
の
み
）、ま
た
は
駅
ま

で
の
区
間
で
、実
際
利
用
す
る
区
間
の
も
の
。

※
片
道
通
学
定
期
券
、通
学
ウ
ィ
ー
ク
デ
ー 

定
期
券
に
つ
い
て
も
補
助
対
象
で
す
。

◆
補
助
金
額

　

通
学
定
期
券
の
費
用
か
ら
片
道
２
０
０
円
分

の
定
期
代
相
当
額
を
差
し
引
い
た
額
の
３
分
の

２ 

（
１
０
０
円
未
満
の
端
数
切
り
捨
て
）

※
片
道
２
０
０
円
以
下
の
区
間
の
定
期
券      

は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

◆
申
請
方
法

　

最
寄
り
の
バ
ス
案
内
所
で
、学
生
証
を
提

示
し
た
上
で
、所
定
の
申
込
用
紙
に
記
入
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
、そ
の
場
で
、補
助
金
相
当

額
を
差
し
引
い
た
金
額
で
通
学
定
期
券
を
購

入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※ 

市
役
所
へ
の
提
出
書
類
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【例】
修善寺駅～土肥温泉
通学ウィークデー４カ月定期 
99,410円購入の場合

（99,410円－20,750円
（※））×2／3 ⇒ 52,400円の
補助
個人負担額　47,010円

（※）200円区間定期代

【 定期券の種類について 】
〇通学ウィークデー定期券
利用対象日／
月曜日～金曜日（この間の
祝日も利用可）
※土・日曜日は通学ウィーク

デー定期券所持者が定期
券通用区間を利用する場
合に限り、1乗車につき現
金100円と定期券の提
示でご乗車いただけます。

〇通常の通学定期券
利用対象日／全日
発売券種（両定期券共通）
１カ月券・３カ月券・４カ月券

市内バス案内所　※購入後の払い戻しはできません。

  バス会社名 案内所名 所在地 問合せ 営業時間

東海バス

修善寺事業所 年川70-1 ☎（72）1841 9時～16時30分（無休）
修善寺駅前案内所 柏久保634-1 ☎（72）5990 8時～17時（無休）
湯ケ島案内所 (天城会館内) 湯ケ島176-2

☎（72）1841
9時～17時（火曜定休）

土肥案内所
(松原公園花時計横) 土肥2657-6 9時～17時（水曜定休）

伊豆箱根バス 修善寺駅 改札 修善寺駅改札 ☎（72）0667 5時30分～23時30分（無休）

　
出発時間 出発場所 行き先

中伊豆方面 21時08分 修善寺駅発 筏場行き
（伊豆箱根バス）

土肥方面 21時05分 修善寺駅発 松崎行き
（東海バス）

部活動や塾帰りの中高生、仕事などで帰宅時間が遅くなる際
に、ぜひご利用ください！

問
合
せ
／

地
域
づ
く
り
課

☎
（
74
）
３
０
６
６

2014. 711 2014. 7 10

最
終
バ
ス
が

　
　

よ
り
便
利
に
！

★
　

市
内
バ
ス
事
業
者
で
は
、
生

活
ス
タ
イ
ル
の
変
化
に
よ
る
夜

間
の
路
線
バ
ス
運
行
の
要
望
を

受
け
、
４
月
か
ら
修
善
寺
駅
発

の
21
時
台
の
バ
ス
運
行
を
次
の

と
お
り
開
始
し
ま
し
た
！
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水
に
ち
な
ん
だ
各
種
行
事

▲水神祭に臨む参加者の皆さん

　

6
月
３
日（
火
）、修
善
寺
の
中
里
配
水
池
で
、『
第
７

回
水
神
祭
』が
執
り
行
な
わ
れ
、地
元
や
水
道
関
係
者
の

皆
さ
ん
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の
行
事
は
、安
全
な
水
が
市
民
に
届
く
こ
と
を
祈
っ

て
催
さ
れ
て
い
ま
す
。参
加
し
た
皆
さ
ん
は
、安
全
な
水

の
大
切
さ
に
、さ
ら
に
気
を
引
き
締
め
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、５
日（
木
）・
10
日（
火
）に
は
、水
の
品
質
を
保

つ
た
め
、浄
水
場
の
清
掃
が
行
わ
れ
、水
槽
を
丹
念
に
掃

除
し
ま
し
た
。

安
全
な
水
が
届
く
よ
う
に

▲収穫した梅を見せて、ハイチーズ！

子
ど
も
た
ち
の
梅
も
ぎ
体
験

月
ヶ
瀬
梅
林
に
笑
顔
い
っ
ぱ
い

　

６
月
２
日（
月
）・３
日（
火
）に
月
ヶ
瀬
梅
林
で
、地

元
の
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
梅
も
ぎ
体
験
が
行
な
わ
れ

ま
し
た
。

　

２
日
に
は
し
ゃ
く
な
げ
保
育
園
の
園
児
40
人
が
、３

日
に
は
天
城
小
学
校
２
年
生
の
児
童
50
人
が
体
験
を

行
な
い
ま
し
た
。ま
た
、梅
ジ
ュ
ー
ス
が
振
る
舞
わ
れ
、

『
ふ
る
さ
と
の
味
』を
堪
能
し
て
い
ま
し
た
。体
験
を

終
え
た
園
児
は
、「
楽
し
か
っ
た
」
と
う
れ
し
そ
う
に

話
し
て
い
ま
し
た
。

夜
を
彩
る
ホ
タ
ル
の
祭
典

『
天
城
ほ
た
る
祭
り
』
が
開
催

▲幻想的な雰囲気で行なわれたオカリナ演奏会

６
月
1
日
（
日
）、湯
ケ
島
の
出
会
い
橋
付
近
で
、

お
よ
そ
一
カ
月
間
に
わ
た
っ
て
、ホ
タ
ル
の
観
察
が

で
き
る『
天
城
ほ
た
る
祭
り
』が
開
幕
し
ま
し
た
。祭

り
で
は
、ホ
タ
ル
を
観
察
す
る
以
外
に
も
、舞
台
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

初
日
の
１
日
に
は
、オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
オ
カ
リ
ナ
の
演
奏
会
が
催
さ
れ
ま
し
た
。見
物
人

の
皆
さ
ん
は
、ホ
タ
ル
の
輝
き
や
オ
カ
リ
ナ
の
音
色

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

▲日本サイクルスポーツセンターに、国内外の一流選手が集結！

 

自
転
車
一
色
の
祭
典

サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催

　

５
月
24
日
（
土
）
、日
本
サ
イ
ク
ル
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
で『
第
10
回
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』を
開
催

し
ま
し
た
。

　

橋
本
聖
子（
財
）日
本
自
転
車
連
盟
会
長
に
よ
る
講

演
会
や
ベ
ロ
ド
ロ
ー
ム
で
の
体
験
走
行
な
ど
が
行
な
わ

れ
、会
場
を
訪
れ
た
市
民
や
観
光
客
な
ど
約
１
８
５
０

０
人
は
、自
転
車
一
色
の
熱
い
一
日
を
満
喫
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、自
転
車
レ
ー
ス『
第
17
回
ツ
ア
ー
・
オ
ブ・
ジ
ャ

パ
ン
伊
豆
ス
テ
ー
ジ
』も
同
時
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

6
月
1
日
（
日
）
、
生
き
い
き
プ
ラ
ザ
で
『
伊
豆

市
未
来
づ
く
り
セ
ッ
シ
ョ
ン
』
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
地
方
行
政
の
専
門
家
に
よ
る

講
演
や
市
民
の
皆
さ
ん
を
交
え
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
な
い
、
伊
豆
市
制
施
行
10
周
年
を

機
に
、
『
10
年
後
の
伊
豆
市
の
あ
る
べ
き
姿
』
に
つ

い
て
考
え
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
７
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
、
セ
ッ
シ
ョ

ン
を
行
な
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

伊
豆
市
の
未
来
を
考
え
よ
う

伊
豆
市
未
来
づ
く
り
セ
ッ
シ
ョ
ン

▲伊豆市の未来について議論するパネルディスカッション

▲曲目『和』を演奏する出演者

太
鼓
で
奏
で
る
絆き

ず
な

の
音
色

伊
豆
市
太
鼓
連
盟
が
10
周
年

　

6
月
1
日（
日
）、修
善
寺
総
合
会
館
で『
伊
豆
市

太
鼓
連
盟
設
立
10
周
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
』が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。同
連
盟
は
、伊
豆
市
誕
生
を
機
に
、旧

4
町
で
活
動
し
て
い
た
太
鼓
チ
ー
ム
が
集
ま
っ
て
発

足
し
ま
し
た
。そ
の
た
め
、公
演
の
テ
ー
マ
は『
絆
』。

フ
ィ
ナ
ー
レ
で
は
、出
演
者
全
員
で『
和
』と
い
う
曲

目
を
演
奏
す
る
と
、会
場
い
っ
ぱ
い
に
詰
め
掛
け
た
観

客
の
皆
さ
ん
も
手
拍
子
を
交
え
、一
体
と
な
っ
て
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。



問合せ／学校教育課☎（83）5470

　
最
近
、
「
ブ
ラ
ン
ド
品
な
ど
を
格

安
で
購
入
で
き
る
」
と
日
本
語
で
書

か
れ
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
通
販
サ

イ
ト
な
ど
で
、
日
本
の
業
者
だ
と
思

い
購
入
し
た
と
こ
ろ
、
実
は
海
外
の

業
者
で
『
代
金
を
支
払
っ
た
の
に
商

品
が
届
か
な
い
』
『
粗
悪
な
模
倣
品

が
届
い
た
』
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
が
増

加
し
て
い
ま
す
。

　
怪
し
い
海
外
通
販
サ
イ
ト
を
見

破
る
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
は
、

①
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
『
特
定
商
取

引
法
に
基
づ
く
表
示
』
と
し
て
事

業
者
名
、
電
話
番
号
、
日
本
の
住

所
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い

②
日
本
語
表
記
が
不
自
然

③
極
端
な
値
引
き
額
で
あ
る

な
ど
の
特
徴
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
消
費
者
庁
で
は
悪
質
な
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
を
公
表
し
て
い
ま
す 

。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
は
確
か
に

便
利
で
す
が
、
こ
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ

ル
が
あ
る
こ
と
も
意
識
し
、
慎
重
に

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
司
法
書
士
　
山
田 
茂
樹

悪
質
商
法
に
関
す
る
問
合
せ
／
　

市
民
課
☎（
７２
）９
８
５
８

安心安全なまち 伊豆市をめざして安心安全なまち 伊豆市をめざして

犯罪に関する
情報・届出・相談は…
問合せ／大仁警察署
☎（76）0110

天
城
山
脈
短
歌
会

悪
質
商
法
被
害

悪
質
商
法
被
害

め
ざ
せ

め
ざ
せ0

の
ま
ち

0
の
ま
ち

ゼロ

歌
　
壇

『海外通販サイトにご用心！』

花
は
笑
顔
の
源

花
作
り
を
通
じ
て『
生
き
る
力
』を
育
む

花
は
笑
顔
の
源

花
作
り
を
通
じ
て『
生
き
る
力
』を
育
む

花
は
笑
顔
の
源

花
作
り
を
通
じ
て『
生
き
る
力
』を
育
む

熊坂
小学校

土肥
中学校

母
の
日
に
伊
豆
高
原
に
一
泊
す
小
室
の
つ
つ
じ
を
車
椅
子
に
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
ふ
さ
え
（
矢
熊
）

小
雨
降
る
あ
ぜ
道
雉
子
の
父
子
連
れ
代
田
に
落
ち
る
な
三
羽
の
小
雉
子
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
江
　
美
輪
　
（
矢
熊
）

晴
れ
わ
た
る
連
休
に
高
速
道
路
走
り
来
て
抱
き
お
る
曾
孫
ひ
と
り
喜
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浅
田
　
み
ち
子
（
市
山
）

我
を
見
て
身
を
ひ
る
が
え
し
行
く
鹿
は
石
こ
ろ
が
し
つ
つ
な
だ
り
を
登
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浅
田
　
と
み
子
（
茅
野
）

谷
川
が
並
び
て
流
る
出
会
い
橋
ほ
た
る
は
妖
し
く
光
り
飛
び
交
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宇
田
　
晴
湖
　
（
西
平
）

夢にきらめけ われら伊豆っ子！夢にきらめけ われら伊豆っ子！

命
を
守
る
教
育

　〜
引
き
渡
し
訓
練
〜

命
を
守
る
教
育

　〜
引
き
渡
し
訓
練
〜

命
を
守
る
教
育

　〜
引
き
渡
し
訓
練
〜

水
や
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
花

作
り
に
積
極
的
に
か
か
わ
っ
て
く

だ
さ
り
感
謝
し
て
い
ま
す
。こ
れ

か
ら
も
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
児
童
の
『
生
き
る

力
』
を
育
成
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
5
月
21
日（
水
）、
土
肥
中
学
校

で
は
、『
津
波
に
よ
る
浸
水
の
危
険

が
あ
る
土
肥
地
区
に
お
い
て
、
幼

児
お
よ
び
児
童
・
生
徒
を
安
全
に

保
護
者
に
引
き
渡
す
に
は
ど
う
し

た
ら
よ
い
か
』
を
テ
ー
マ
に
訓
練

を
行
な
い
ま
し
た
。災
害
は
、そ
の

地
域
に
同
時
に
起
こ
る
こ
と
か

ら
、兄
弟
姉
妹
の
関
係
も
考
慮
し
、

こ
ど
も
園
、小
学
校
で
も
同
日
、同

時
刻
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
訓
練
は
、
13
時
30
分
に
東
海
地

震
の
注
意
情
報
が
発
表
さ
れ
た
と

い
う
想
定
で
、
子
ど
も
た
ち
を
3

階
の
教
室
に
避
難
誘
導
す
る
と
こ

ろ
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。そ
の
後
、

13
時
40
分
に
保
護
者
に
メ
ー
ル
で

連
絡
し
、
校
舎
3
階
の
教
室
ま
で

迎
え
に
来
て
い
た
だ
き
、
そ
こ
で

職
員
が
確
認
し
て
引
き
渡
し
を
行

な
う
と
い
う
も
の
で
し
た
。

　
今
回
の
訓
練
で
は
、多
く
の
生
徒

を
メ
ー
ル
配
信
か
ら
30
分
以
内
に

引
き
渡
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、

仕
事
の
都
合
で
近
く
に
い
な
い
保

護
者
が
多
い
こ
と
や
、半
数
近
く
の

保
護
者
が
、メ
ー
ル
の
内
容
を
確
認

し
な
い
う
ち
に
迎
え
に
来
て
い
る

こ
と
も
分
か
り
ま
し
た
。

　
実
際
に
大
地
震
が
起
こ
っ
た

ら
、
迎
え
に
行
け
る
だ
ろ
う
か
と

い
う
不
安
、
車
を
利
用
し
た
場
合

の
駐
車
場
の
問
題
な
ど
、
課
題
は

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。ま
た
、こ
ど

も
園
の
園
児
は
、
突
発
的
に
大
地

震
が
発
生
し
た
場
合
、
園
庭
の
避

難
タ
ワ
ー
を
利
用
し
ま
す
が
、
あ

る
程
度
時
間
に
余
裕
が
あ
る
場
合

は
、
中
学
校
に
避
難
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
も
含
め

て
、今
回
の
訓
練
に
よ
り
、課
題
が

明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
こ
と
を
成

果
の
一
つ
と
し
て
と
ら
え
、
さ
ら

に
改
善
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

お
や
こ

▲園児を避難誘導させる土肥中生徒

話
を
切
り
ま
し
ょ
う
。

★
ま
ず
は
家
族
や
警
察
へ
相
談

○
不
審
な
は
が
き
や
電
子
メ
ー
ル

が
届
い
た
と
き
は
、
一
人
で
悩

ま
ず
必
ず
家
族
に
相
談
し
、
警

察
に
連
絡
し
ま
し
ょ
う
。

○
常
に
家
族
と
連
絡
を
取
り
合
え

る
状
況
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●
忍
び
込
み
に
注
意
!!

　
忍
び
込
み
と
は
、
家
族
が
寝
静

ま
っ
た
時
間
帯
を
狙
っ
て
室
内
に

侵
入
し
、
金
品
な
ど
を
盗
む
ド
ロ

ボ
ー
の
手
口
の
こ
と
で
す
。

　
大
仁
署
管
内
で
は
、
昨
年
に
比

べ
忍
び
込
み
被
害
が
増
加
し
て
い

ま
す
。
件
数
は
、
1
月
か
ら
5
月

末
ま
で
に
6
件
発
生
。
前
年
比
3

件
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

《
狙
わ
れ
や
す
い
場
所
・
時
間
》

○
場
所
…
無
施
錠
の
出
入
り
口

（
玄
関
、
勝
手
口
）
。

○
時
間
…
深
夜
か
ら
早
朝
。

《
被
害
防
止
策
》

○
出
入
り
口
は
必
ず
施
錠
す
る
。

○
寝
る
と
き
に
窓
を
開
け
っ
放
し

に
し
な
い
。

　
最
近
で
は
地
域
の
き
ず
な
も
薄

れ
、
見
慣
れ
な
い
人
が
歩
い
て
い

て
も
無
関
心
に
な
り
が
ち
で
す
。

地
域
住
民
で
声
を
掛
け
合
い
、
ド

ロ
ボ
ー
を
近
づ
け
な
い
地
域
を
つ

く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

●
大
仁
署
管
内
で

　振
り
込
め
詐
欺
が
発
生
!!

　
5
月
下
旬
、
大
仁
署
管
内
で
振

り
込
め
詐
欺
（
架
空
請
求
詐
欺
）

が
発
生
し
ま
し
た
。

《
被
害
状
況
》

　
伊
豆
の
国
市
内
の
60
歳
代
女
性

の
自
宅
に
『
民
事
訴
訟
確
認
依
頼

通
知
書
』
と
書
か
れ
た
は
が
き
が

郵
送
さ
れ
た
た
め
、
そ
の
連
絡
先

に
連
絡
し
た
と
こ
ろ
、
弁
護
士
を

か
た
る
者
か
ら
「
裁
判
費
用
と
し

て
現
金
が
必
要
で
す
」
な
ど
と
言

わ
れ
、
金
融
機
関
か
ら
計
5
回
に

分
け
、
2
1
0
0
万
円
も
の
大
金

を
振
り
込
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

《
被
害
防
止
策
》

★
身
に
覚
え
の
な
い
請
求
は
無
視

○
請
求
の
は
が
き
や
電
子
メ
ー
ル

が
届
い
て
も
、
身
に
覚
え
が
な

い
場
合
は
無
視
し
ま
し
ょ
う
。

○
ど
う
し
て
も
気
に
な
る
と
き
は
、

警
察
や
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に

相
談
し
ま
し
ょ
う
。

★
問
い
合
わ
せ
を
し
な
い

○
は
が
き
な
ど
郵
便
物
の
発
送
先

や
、
電
子
メ
ー
ル
の
発
信
先
に

問
い
合
わ
せ
を
一
切
し
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
相
手
か
ら
電
話
が
か
か
っ
て
き

た
と
き
は
、
話
を
聞
か
ず
に
電

　
熊
坂
小
学
校
で
は
、
5
月
に
行

な
わ
れ
た
F
B
C
春
花
壇
の
審
査

で
、『
国
土
交
通
大
臣
賞
』を
受
賞

し
ま
し
た
。『
F
B
C
』と
は
、フ
ラ

ワ
ー
・
ブ
ラ
ボ
ー
・
コ
ン
ク
ー
ル

の
略
語
で
、
中
日
新
聞
社
主
催
の

学
校
の
花
壇
作
り
の
大
会
の
こ
と

で
す
。本
校
が
目
指
し
て
い
る『
相

手
を
尊
重
し
合
う
集
団
づ
く
り
』、

『
温
か
い
学
校
づ
く
り
』の
一
環
と

し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
活
動
の
主
体
は
、
5
・
6
年
生

の
美
化
委
員
の
児
童
。毎
朝
、花
の

水
や
り
や
花
殻
摘
み
、
雑
草
取
り

な
ど
花
の
手
入
れ
を
行
な
っ
て
い

ま
す
。ま
た
、昼
休
み
や
放
課
後
に

は
、美
化
委
員
と
一
緒
に
、低
学
年

や
植
物
に
興
味
を
持
っ
て
い
る
児

童
も
自
主
的
に
活
動
を
行
な
っ
て

い
ま
す
。さ
ら
に
、全
校
体
制
で
ポ

ッ
ト
作
り
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。こ
の
よ
う
な
活
動
は
、心
の
触

れ
合
い
の
大
切
さ
や
根
気
強
さ
、

継
続
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
学
ぶ

機
会
と
な
り
、
よ
り
よ
い
集
団
づ

く
り
、
学
校
づ
く
り
に
寄
与
し
て

い
ま
す
。

　
保
護
者
や
地
域
の
皆
さ
ん
が
、

【学校教育目標】
気づき
考え

やり抜く子

【重点目標】
相手を見て

やさしい言葉で
話す 聞く

▲花壇のテーマは『ハッピースクラムフラワー』

2014. 715 2014. 7 14



保育園・幼稚園・こども園の紹介

◆スローガン　「よく学び、よく遊べ」
　　　　1、思いやりのある子
　　　　2、意欲のある子
　　　　3、自分で考える子

　　　　　　

認定こども園 あゆのさと認定こども園 あゆのさと

▲ツリーハウス

～ジオを知ろっ♪～
ジオパーク市民講座
開催のお知らせ

～ジオを知ろっ♪～
ジオパーク市民講座
開催のお知らせ

市内には、魅力ある多くのジオサイトが
あります。ここでは、ジオサイトの紹介
や取り組みについてご紹介します。
問合せ／観光交流課☎（72）9911

市内には、魅力ある多くのジオサイトが
あります。ここでは、ジオサイトの紹介
や取り組みについてご紹介します。
問合せ／観光交流課☎（72）9911

ジ　　　オジ　　　オ

▲ランチルームにて食事

大地からの贈り物
～ジオだより～

大地からの贈り物
～ジオだより～

▲4000組達成のお祝い

　「『ジオパーク』って何だろう？」、「名前は聞いたこと
あるけど内容がよく分からない…」、そんな皆さん必
見のジオパーク市民講座を次のとおり開催します。
　伊豆半島の生い立ちなどを分かりやすくご紹介しま
すので、皆さんお誘い合わせの上、ご参加ください。魅
力いっぱいの伊豆半島！故郷がもっと好きになること
間違いなしです。

とき／7月12日（土）13時～14時30分
ところ／市役所別館2階大会議室
対象／市民または伊豆市に在勤・在学の人
内容／歴史から紐解く、ジオパーク
※初めに伊豆半島ジオパークの基礎知識について、　
　次にジオパークの歴史をメインに講義を行ないます。
講師／ＮＰＯ法人伊豆学研究会理事長  橋本 敬之 氏
　　　ジオガイド協会中伊豆エリアの皆さん
申込み・問合せ／観光交流課☎（72）9911
※事前申し込みをせずに当日ご参加いただいても構

いませんが、会場の都合上できる限り、前日までに住
所、氏名、電話番号を電話でお知らせください。

ふ る さ と

　
認
定
こ
ど
も
園
『
あ
ゆ
の
さ
と
』
が
ス
タ
ー
ト
し
て

３
年
目
を
迎
え
ま
す
。

　
こ
ど
も
園
は
幼
稚
園
と
保
育
園
の
機
能
を
併
せ
持

ち
、
教
育
、
保
育
、
子
育
て
を
総
合
的
に
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
ま
す
。
現
在
、
保
育
園
部
１

０
０
人
、
幼
稚
園
部
68
人
の
合
計

１
６
８
人
の
子
ど
も
た
ち
が
在
籍

し
て
い
ま
す
。

　
天
気
の
よ
い
日
は
、
散
歩
に
出

掛
け
た
り
、
園
庭
の
ツ
リ
ー
ハ
ウ

ス
で
遊
ん
だ
り
、
泥
だ
ん
ご
作
り

な
ど
外
遊
び
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

●
給
食

　
子
ど
も
た
ち
が
一
番
う
れ
し

い
時
間
で
す
！

　
今
日
の
メ
ニ
ュ
ー
は
『
か
み

か
み
じ
ゃ
こ
ご
は
ん
、
白
身
魚

の
南
蛮
が
け
、
枝
豆
の
塩
ゆ

で
、
キ
ャ
ベ
ツ
の
み
そ
汁
、
オ

レ
ン
ジ
』

●
特
別
保
育
事
業
を
行
な
っ
て
い
ま
す

　特
別
保
育
事
業
と
は
、
通
常
保

育
の
ほ
か
に
、
こ
ど
も
園
が
行
な

っ
て
い
る
事
業
で
す
。

①
病
後
児
保
育

　
回
復
期
の
子
ど
も
を
保
健
室
で

預
か
り
ま
す
。

②
一
時
預
か
り
保
育

　
未
就
園
児
を
家
庭
で
み
ら
れ
な

い
場
合
、
一
時
的
に
利
用
で
き
ま
す
。

③
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
『
す
い
す
い
』

　
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
未
就
園
の
お
子
さ
ん
の
い
る
家
庭
の

親
子
が
遊
ん
だ
り
交
流
し
た
り
で
き
る
場
で
す
。
５
月

19
日（
月
）に
４
千
組
達
成
の
お
祝
い
を
し
ま
し
た
。

　
天
狗
之
杜
の
源
泉
は
20
年
以
上
前
か
ら
中

伊
豆
の
梶
山
に
あ
り
ま
す
。
当
時
、
私
の
父

が
掘
っ
た
の
で
す
が
、
「
温
泉
が
出
る
」
と

言
い
残
し
た
祖
父
の
言
葉
を
信
じ
て
掘
っ
た

そ
う
で
す
。
今
の
ご
時
世
で
は
考
え
ら
れ
ま

せ
ん
よ
ね
？
温
泉
が
出
る
と
思
い
続
け
↓
掘

削
し
↓
施
設
を
造
る
。
４
月
に
５
年
目
を
迎

え
た
ば
か
り
の
宿
で
す
が
、
三
世
代
の
バ
ト

ン
リ
レ
ー
に
よ
っ
て
完
成
し
て
い
ま
す
。
　

一
人
で
も
多
く
の
人
に
こ
の
源
泉
の
良
さ
を

知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
、
今
バ
ト
ン
を
握
っ

て
い
る
私
の
仕
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

佐藤 智恵 さん佐藤 智恵 さん

キ
ラ
リ
、 

　輝
く
仕
事
人

仕
事
に
か
け
る
思
い

今
後
の
目
標
や
夢

　
熱
く
語
っ
て
い
ま
す
が
、実
は
と
て
も
楽

し
く
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。楽
し
い
な
ん
て

軽
く
思
わ
れ
そ
う
で
す
が
、『
好
き
』だ
か

ら
だ
と
思
い
ま
す
。お
客
さ
ま
と
の
出
会

い
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、お
客
さ
ま
と
の
距

離
が
ど
ん
ど
ん
近
く
な
っ
て
い
く
の
も
う

れ
し
い
で
す
。以
前「
わ
が
家
の
よ
う
に
く

つ
ろ
げ
た
」と
言
っ
て
帰
ら
れ
た
お
客
さ
ま

の
言
葉
に
気
付
か
さ
れ
、ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な

宿
に
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。４
年
か
か
り

ま
し
た
が
、お
客
さ
ま
に
導
い
て
い
た
だ
き

や
っ
と
進
む
方
向
を
見
つ
け
ま
し
た
。「
ま

た
来
る
ね
」と
帰
ら
れ
る
お
客
さ
ま
を
見
送

る
と
き
に
心
か
ら
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。

や
り
が
い

45歳 （城）45歳 （城）【趣味】
ゴルフ…と言えるよう練習中　

【ストレス解消法】
子どもたちとキャッチボール

　ここでは、市内で頑張って働く人
を紹介します。市内には、ステキな
人がたくさん！意外と知らない仕事
など、どのような思いで仕事に取り
組んでいるのかを紹介します。
問合せ／産業振興課☎（72）９９１０

天狗之杜 湯守 天狗之杜 湯守 

Vol.4Vol.4

さ と う 　 と も え

　 　
何
や
ら
女
将
さ
ん
が
一
人
で
楽
し
く
や

っ
て
い
る
よ
う
な
店
で
す
が
、こ
の『
ア
ッ
ト

ホ
ー
ム
な
宿
』は
、私
で
は
な
く
、ス
タ
ッ
フ

に
築
い
て
も
ら
っ
た
た
ま
も
の
で
す
。さ
り

気
な
い
気
配
り
や
、自
然
で
や
り
過
ぎ
な
い

対
応
が
で
き
、記
憶
力
も
私
よ
り
数
段
も

長
け
て
い
る
ス
タ
ッ
フ
が
い
る
か
ら
こ
そ
、

今
の
天
狗
之
杜
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
か
ら
も

「
ま
た
行
こ
う
か
な
」
と
思
っ
て
も
ら
え
る

宿
で
あ
る
た
め
に
、そ
し
て
こ
の『
チ
ー
ム

天
狗
』を
も
っ
と
輝
か
せ
る
た
め
に
私
が
で

き
る
こ
と
を
少
し
ず
つ
で
も
見
つ
け
て
実

行
す
る
、そ
し
て
止
ま
ら
ず
に
や
り
続
け
る

こ
と
が
、こ
れ
か
ら
の
私
の
目
標
で
す
。

一乗寺

卍

（伊豆市城726-1）
天狗之杜

中伊豆小
文

白山神社コメリ

大見川

GS

門野神社

中伊豆
歴史民俗
資料館

至修善寺

至伊東

一乗寺

今回の市民講座を皮切りに平成26年度中に5回（2カ月に１回）開催する予定です。
すべての講座を受講していただいてもメインの内容が異なるため、毎回お楽しみいただけます。

まだまだ
続く
市民講座

てんぐのもり  ゆもり

2014. 717 2014. 7 16



お知らせ★市役所へのお問い合わせは、原則 8 時 30 分から17 時 15 分までとなります（土日・祝日・年末年始を除く）。

2014. 719 2014. 7 18

介
護
保
険
料
減
免
制
度

対
象
者
／
65
歳
以
上
で
次
の
要
件
に
す
べ
て

該
当
す
る
人
（
生
活
保
護
該
当
者
を
除
く
）

要
件
／
○
世
帯
全
員
に
所
得
が
な
い
こ
と

○
世
帯
全
員
が
市
民
税
非
課
税
で
あ
る
こ
と

○
世
帯
の
年
間
収
入
が
１
２
０
万
円
以
下
で

あ
る
こ
と
（
仕
送
り
を
含
む
）

※
世
帯
員
が
２
人
以
上
の
場
合
は
、
２
人
目

か
ら
１
人
に
つ
き
35
万
円
を
加
算
し
た
額

以
下
と
な
り
ま
す
。

※
所
得
段
階
に
よ
っ
て
は
60
万
円
以
下
で
あ

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

○
市
民
税
課
税
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

○
市
民
税
課
税
者
と
生
計
を
と
も
に
し
て
い

な
い
こ
と

○
資
産
な
ど
を
活
用
し
て
も
、
生
活
が
困
窮

し
て
い
る
状
態
に
あ
り
、
現
金
、
預
貯
金
、

有
価
証
券
の
保
有
総
額
が
３
５
０
万
円
以

下
で
あ
る
こ
と
（
世
帯
が
２
人
以
上
の
場

合
は
、
２
人
目
か
ら
１
人
に
つ
き
１
０
０
万

円
を
加
算
し
た
額
以
下
）

申
請
／
左
記
の
必
要
書
類
を
持
参
の
上
、
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

必
要
書
類
／
〇
認
印

○
年
金
源
泉
徴
収
票
ま
た
は
振
込
通
知
書

○
す
べ
て
の
預
・
貯
金
通
帳
（
平
成
25
年
分

　

の
出
入
金
が
確
認
で
き
る
も
の
）

○
有
価
証
券
な
ど
資
産
の
状
況
が
確
認
で
き

　

る
も
の

問
合
せ
／
長
寿
介
護
課
☎
（
74
）
０
１
５
０

８
月
か
ら
国
保
受
給
者
証
・

後
期
高
齢
者
保
険
証
が
変
わ
り
ま
す

■
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証

　

対
象
は
、
70
歳
か
ら
74
歳
の
国
民
健
康
保

険
に
加
入
し
て
い
る
人
で
す
。
う
ぐ
い
す
色

の
受
給
者
証
の
有
効
期
限
は
７
月
末
で
す
。

　

７
月
末
ま
で
に
、
ク
リ
ー
ム
色
の
新
し

い
受
給
者
証
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
お
使

い
く
だ
さ
い
。

■
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

　

対
象
は
、
75
歳
以
上
の
人
と
障
害
認
定

に
よ
り
制
度
に
加
入
し
て
い
る
人
で
す
。

オ
レ
ン
ジ
色
の
被
保
険
者
証
の
有
効
期
限

は
７
月
末
で
す
。

　

７
月
末
ま
で
に
藤
色
の
新
し
い
被
保
険
者

証
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
お
使
い
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
市
民
課
☎
（
72
）
９
８
５
６

出
張
年
金
相
談
（
要
予
約
）

　

年
金
の
受
給
に
関
す
る
こ
と
、
お
よ
び
年

金
請
求
手
続
き
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

と
き
／
９
月
３
日
（
水
）
10
時
～
14
時
30
分

と
こ
ろ
／
生
き
い
き
プ
ラ
ザ

対
象
／
本
人
ま
た
は
本
人
の
署
名
捺
印
の
あ

る
『
年
金
相
談
委
任
状
』
を
お
持
ち
の
代
理
人

予
約
開
始
／
８
月
１
日
（
金
）

問
合
せ
／
市
民
課
☎
（
72
）
９
８
５
８

伊
豆
市
の
玄
関
口
に

観
光
案
内
所
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
！

　

８
月
２
日
（
土
）、
修
善
寺
駅
構
内
に
観

光
案
内
所
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
当
日
は
、

11
時
か
ら
案
内
所
前
で
式
典
を
開
催
し
、

そ
の
後
『
踊
り
子
号
』
の
乗
客
の
皆
さ
ま
を
、

お
出
迎
え
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
行
な
い
ま
す
。

　

今
後
、
市
の
観
光
情
報
発
信
基
地
と
し
て

期
待
さ
れ
る
こ
の
施
設
。
市
民
の
皆
さ
ん
に

も
随
時
、
市
内
の
旬
な
情
報
を
お
届
け
し
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
観
光
交
流
課
☎
（
72
）
９
９
１
１

７
月
は
『
静
岡
県
青
少
年
の
非
行
・
被

害
防
止
強
調
月
間
』

　

地
域
の
大
人
と
し
て
、
親
と
し
て
、
青

少
年
を
温
か
く
見
守
り
支
え
ま
し
ょ
う
。

ス
ロ
ー
ガ
ン
／

青
少
年
を 
守
る
人
の
和 

地
域
の
和

取
り
組
み
／

○
『
地
域
の
青
少
年
声
掛
け
運
動
』
の
推
進

○
少
年
補
導
や
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン  

な
ど

問
合
せ
／
社
会
教
育
課
☎
（
83
）
５
４
７
６

修
善
寺
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
改
修
し
ま
す

　

修
善
寺
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
昭
和
51
年
の
完
成

以
来
、
長
年
の
使
用
に
よ
り
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

面
排
水
不
良
や
フ
ェ
ン
ス
破
損
な
ど
、
老
朽

化
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
独
立
行
政
法
人
日
本
ス
ポ

ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
く

じ
（toto

）
助
成
金
を
活
用
し
て
、
大
規

模
改
修
工
事
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご

理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

工
事
期
間
／
７
月
29
日
（
火
）
～

平
成
27
年
３
月
20
日
（
金
）

工
事
内
容
／
グ
ラ
ウ
ン
ド
舗
装
、
外
周
フ

ェ
ン
ス
、
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
な
ど

※
工
事
期
間
中
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
使
用
で

き
ま
せ
ん
が
、
修
善
寺
体
育
館
に
つ
い

て
は
使
用
で
き
ま
す
。

問
合
せ
／
社
会
教
育
課
☎
（
83
）
５
４
７
７

宝
く
じ
交
付
金
事
業

　
（
財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
実
施
す
る

『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
』
に
よ
り
、
元

村
区
に
公
民
館
備
品
（
机
、
い
す
）
お
よ

び
音
響
設
備
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
宝
く
じ
広
報
事
業
費
を

財
源
と
し
て
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
健
全
な
発
展

を
目
的
に
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。

問
合
せ
／
地
域
づ
く
り
課

☎
（
74
）
３
０
６
６

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
試
験

　

県
内
で
公
共
下
水
道
工
事
を
行
な
う
工
事

店
に
は
、
静
岡
県
下
水
道
協
会
に
登
録
さ
れ

た
下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
の
専

属
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
次
の
と
お

り
試
験
や
講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

■
試
験
に
つ
い
て

と
き
・
と
こ
ろ
／
10
月
14
日
（
火
）
静
岡

商
工
会
議
所
静
岡
事
務
所
会
館
（
静
岡
市
）

資
格
／
20
歳
以
上
で
学
歴
に
応
じ
た
実
務

経
験
を
有
す
る
人

手
数
料
／
４
千
円

願
書
配
布
／
７
月
１
日
（
火
）
か
ら
上
下

水
道
課
で
配
布
し
ま
す
。

申
込
期
間
／
７
月
22
日
（
火
）
～
８
月
１

日
（
金
）

■
講
習
会
に
つ
い
て

と
き
・
と
こ
ろ
／
９
月
11
日
（
木
）
静
岡

商
工
会
議
所
静
岡
事
務
所
会
館
（
静
岡
市
）

費
用
／
手
数
料
３
千
円
、
テ
キ
ス
ト
代

２
５
０
０
円
、
問
題
集
代
２
千
円

問
合
せ
／
静
岡
県
下
水
道
協
会

☎
０
５
４
（
３
５
５
）
２
５
０
０

上
下
水
道
課
☎
（
83
）
３
９
０
１

夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動

運
動
期
間
／
７
月
11
日
（
金
）
～

７
月
20
日
（
日
）

ス
ロ
ー
ガ
ン
／
～
安
全
を 

つ
な
げ
て
広
げ

て 

事
故
ゼ
ロ
へ
～

運
動
の
重
点
／
○
追
突
事
故
の
防
止

○
高
齢
者
と
子
ど
も
の
交
通
事
故
防
止

○
飲
酒
運
転
の
根
絶

○
横
断
歩
行
者
の
交
通
事
故
防
止

■
ピ
カ
ッ
と
作
戦
を
実
践
し
ま
し
ょ
う
！

　

歩
行
者
、
自
転
車
、
自
動
車
の
す
べ
て
が
、

夕
暮
れ
時
か
ら
夜
間
は
『
明
る
く
、
目
立

ち
、
光
る
』
こ
と
で
、
早
期
に
お
互
い
を

発
見
し
て
安
全
性
を
高
め
、
交
通
事
故
防

止
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
や
、
外
出
時
の
自

発
光
式
反
射
材
の
着
用
な
ど
『
ピ
カ
ッ
と

作
戦
』
を
実
践
し
、
自
ら
を
交
通
事
故
か

ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

■
目
指
せ
！
『
思
い
や
り
横
断
、
日
本
一
』

　

市
で
は
、
横
断
歩
道
で
の
歩
行
者
優
先

を
実
現
す
る
た
め
、
車
両
の
一
時
停
止
を

広
く
呼
び
掛
け
て
い
き
ま
す
。

【
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
へ
】

　

横
断
歩
道
の
手
前
で
は
減
速
し
、
横
断
者

が
い
る
と
き
は
停
止
し
ま
し
ょ
う
。

【
歩
行
者
の
皆
さ
ん
へ
】

　

停
ま
っ
て
く
れ
た
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
し
て
、

感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
ま
し
ょ
う
。「
ど
う

ぞ
」、「
あ
り
が
と
う
」、
そ
の
気
持
ち
が
相

手
の
心
を
優
し
く
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
『
思
い
や
り
』
で
交
通
安
全
の

輪
を
広
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
／

地
域
づ
く
り
課
☎
（
72
）
９
８
６
７

平
成
26
年
全
国
消
費
実
態
調
査

　

全
国
消
費
実
態
調
査
は
、
家
計
の
現
状

と
そ
の
推
移
を
所
得
、
消
費
、
資
産
の
３

つ
の
面
か
ら
明
ら
か
に
し
ま
す
。
調
査
結

果
は
、
全
国
や
都
道
府
県
別
な
ど
の
詳
細

な
統
計
デ
ー
タ
と
し
て
、
国
や
地
域
社
会

に
密
着
し
た
消
費
者
行
政
、
福
祉
行
政
な

ど
に
役
立
つ
基
礎
資
料
と
な
り
ま
す
。

　

調
査
の
趣
旨
、
必
要
性
を
ご
理
解
い
た

だ
き
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
対
象
／
佐
野
・
雲
金
・
本
立
野
地
区

の
一
部
世
帯
（
抽
出
調
査
）

調
査
期
間
／
９
月
～
11
月　

調
査
内
容
／
４
種
類
の
調
査
票
に
よ
り
、

次
の
こ
と
を
調
査
し
ま
す
。

①
世
帯
票
…
世
帯
構
成
、
各
世
帯
員
の
年

齢
や
職
業
、
現
住
居
や
現
住
居
以
外
の

住
居
お
よ
び
土
地
の
保
有
状
況
な
ど

②
家
計
簿
…
日
々
の
収
入
・
支
出
な
ど

③
耐
久
財
等
調
査
票
…
耐
久
消
費
財
な
ど

の
所
有
数
お
よ
び
取
得
時
期
な
ど

④
年
収
・
貯
蓄
等
調
査
票
…
過
去
１
年
間

の
年
間
収
入
、
貯
蓄
・
負
債
の
現
在
高

問
合
せ
／

地
域
づ
く
り
課
☎
（
74
）
３
０
６
６

生
ご
み
の
水
切
り
に
ご
協
力
を

　

家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
燃
や
せ
る
ご
み

の
約
40
％
を
生
ご
み
が
占
め
、
そ
の
う
ち

約
80
％
が
水
分
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
燃

や
せ
る
ご
み
を
減
ら
す
た
め
に
は
、『
生
ご

み
の
水
切
り
』
が
効
果
的
で
す
。
水
分
を

減
ら
す
こ
と
で
、
臭
い
の
防
止
や
ご
み
の

減
量
、
Ｃ
Ｏ
２
削
減
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
／

○
水
分
の
多
い
も
の
は
、
三
角
コ
ー
ナ
ー
か

ら
す
ぐ
に
出
さ
ず
、
一
晩
置
き
ま
し
ょ
う
。

○
三
角
コ
ー
ナ
ー
な
ど
に
水
切
り
ネ
ッ
ト

を
使
用
し
、
ご
み
袋
に
捨
て
る
前
に
最

後
の
『
ひ
と
絞
り
』
を
し
ま
し
ょ
う
。

○
野
菜
な
ど
の
使
わ
な
い
部
分
は
濡
ら
す

前
に
、
直
接
ご
み
袋
に
入
れ
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
／
環
境
衛
生
課
☎
（
72
）
９
８
５
７

不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す
！

　

不
法
投
棄
さ
れ
や
す
い
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や

ビ
ニ
ー
ル
製
の
廃
棄
物
は
、
数
千
年
か
け
て

も
土
に
還
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
廃
家
電
な
ど

か
ら
は
有
害
な
成
分
が
漏
れ
る
恐
れ
が
あ
り
、

土
壌
や
地
下
水
、
川
が
汚
染
さ
れ
る
な
ど
深

刻
な
環
境
問
題
に
つ
な
が
り
ま
す
。

■
不
法
投
棄
に
は
重
い
刑
罰
が

　
『
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法

律
』
に
基
づ
き
、
５
年
以
下
の
懲
役
も
し

く
は
一
千
万
円
の
罰
金
、
ま
た
は
こ
の
両

方
の
罰
則
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
適
正
な
土
地
の
管
理
を

　

不
法
投
棄
さ
れ
た
ご
み
は
、
犯
人
が
見

つ
か
ら
な
か
っ
た
場
合
、
そ
の
土
地
の
所

有
者
が
処
理
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

不
法
投
棄
さ
れ
な
い
よ
う
に
、
日
ご
ろ
か

ら
適
切
な
土
地
の
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
行
政
、
市
民
が
一
体
と
な
っ
た
監
視
を

　

市
で
は
、
不
法
投
棄
が
多
い
場
所
へ
の
防

護
柵
の
設
置
や
、
監
視
員
に
よ
る
見
回
り
を

行
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
不
法
投
棄
を
防
ぐ

た
め
に
は
、
何
よ
り
皆
さ
ん
の
目
に
よ
る
監

視
が
大
事
で
す
。
伊
豆
市
か
ら
不
法
投
棄
が

な
く
な
る
よ
う
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
／
環
境
衛
生
課
☎
（
72
）
９
８
５
７

お
知
ら
せ

▲設置された備品

平成 26・27 年度の
後期高齢者医療保険料率が改定されます

　後期高齢者医療保険料率は、医療費や現役世代
との人数のバランスなどを考慮し、２年に１度改
定されます。

問合せ／市民課☎（72）9856

　　　　　　 24・25 年度　 26・27 年度　　上昇額（率）

均等割額　　　37,900 円　　38,500 円　　　　600 円　

所得割率　　　　　7.39％　　　　7.57％　　　　0.18％　

賦課限度額　550,000 円　 570,000 円　　20,000 円



お知らせ

2014. 721 2014. 7 20

臨
時
職
員
募
集

　

７
月
17
日
（
木
）
ま
で
に
履
歴
書
を
持
参

の
上
、
各
担
当
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

（
市
税
に
滞
納
が
な
い
こ
と
が
条
件
）。
選
考

は
、書
類
審
査
と
面
接
に
よ
り
行
な
い
ま
す
。

募
集
職
種
／
①
中
伊
豆
支
所 

②
こ
ど
も
課

勤
務
一
般
事
務 

③
こ
ど
も
園 
④
保
育
園

任
用
期
間
／

①
③
８
月
１
日
（
金
）
～
平
成
27
年
１
月

31
日
（
土
）
※
３
月
末
ま
で
更
新
可
。

②
④
10
月
１
日
（
水
）
～
平
成
27
年
３
月

31
日
（
火
）

募
集
人
員
・
資
格
・
経
験
／

①
②
各
１
人
・
パ
ソ
コ
ン
が
扱
え
る
人

③
④
各
１
人
・
保
育
士
ま
た
は
幼
稚
園
教

諭
免
許

勤
務
日
数
・
時
間
／

①
週
５
日
（
月
～
金
曜
日
）

　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

②
週
５
日
（
月
～
金
曜
日
）
９
時
～
16
時

③
④
週
５
日
（
月
～
土
曜
日
）
７
時
～
18

時
30
分
の
う
ち
７
時
間
45
分

時
給
な
ど
／

①
②
８
３
０
円　

③
④
１
０
４
０
円

※
社
会
保
険
（
健
康
保
険
、
厚
生
年
金
）

と
雇
用
保
険
に
加
入
し
ま
す
。

問
合
せ
／

①
中
伊
豆
支
所
☎
（
83
）
１
１
１
１

②
～
④
こ
ど
も
課
☎
（
72
）
９
８
６
４

第
６
回
伊
豆
市
を
彩
る
（
色
撮
る
）
写

真
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集（
出
品
無
料
）

　

伊
豆
市
の
魅
力
を
舞
台
に
素
敵
な
色
を

探
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
多
く
の
ご
応
募
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

応
募
資
格
／
年
齢
・
プ
ロ
・
ア
マ
不
問

応
募
作
品
／
『
青
』、『
緑
』、『
黄
金
』、『
紅
』、

『
白
』
の
各
色
を
テ
ー
マ
に
し
た
作
品
と
、

２
０
２
０
年
に
開
催
が
決
定
し
た
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
記
念
し
て
、
市

内
で
行
な
わ
れ
る
『
ス
ポ
ー
ツ
』
を
テ
ー
マ
と

し
た
も
の
で
、
平
成
26
年
２
月
１
日
（
土
）

か
ら
平
成
27
年
１
月
31
日
（
土
）
ま
で
の
間

に
市
内
で
撮
影
さ
れ
た
未
発
表
の
単
写
真

応
募
方
法
／
２
月
２
日
（
月
）
ま
で
に
、

応
募
票
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
作
品

の
裏
面
に
貼
り
付
け
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
サ
イ
ズ
／
４
ツ
切
ま
た
は
４
ツ
切
ワ

イ
ド
、
お
よ
び
Ａ
４
サ
イ
ズ
（
合
成
不
可
）

応
募
点
数
／
各
テ
ー
マ
色
と
『
ス
ポ
ー
ツ
』

で
最
大
５
点
ま
で
（
複
数
応
募
可
）

入
選
発
表
／
２
月
下
旬
に
入
賞
者
に
直
接

通
知
す
る
と
と
も
に
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
で
発
表
し
ま
す
。

表
彰
式
／
３
月
中
旬
に
市
内
観
光
施
設
で

行
な
い
ま
す
。

各
賞
／

○
長
口
宮
吉
賞
（
１
点
）
…
賞
金
５
万
円
、

市
内
宿
泊
補
助
券
（
５
万
円
）

○
伊
豆
市
長
賞
（
１
点
）
…
賞
金
３
万
円
、

市
内
宿
泊
補
助
券
（
４
万
円
）

○
伊
豆
市
観
光
協
会
長
賞
（
１
点
）
…
賞
金

２
万
円
、
市
内
宿
泊
補
助
券
（
２
万
円
）

○
審
査
員
特
別
賞
（
１
点
）
…
山
口
高
志

先
生
の
作
品

※
そ
の
ほ
か
賞
金
、
賞
品
多
数
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
／
観
光
交
流
課
☎
（
72
）
９
９
１
１

夏
の
花
か
ざ
り
教
室
参
加
者
募
集

　

今
回
は
、
夏
か
ら
秋
ま
で
の
お
庭
を
彩

る
コ
ン
テ
ナ
の
寄
せ
植
え
教
室
を
行
な
い

ま
す
。
色
彩
と
香
り
で
楽
し
む
コ
ン
テ
ナ

を
作
り
ま
せ
ん
か
？

と
き
／
７
月
24
日
（
木
）

13
時
30
分
～
15
時
30
分

と
こ
ろ
／
生
き
い
き
プ
ラ
ザ

対
象
／
市
民
ま
た
は
市
内
在
勤
の
人

講
師
／
高
橋 

さ
ゆ
り 

先
生
（
コ
ン
テ
ナ
ガ

ー
デ
ニ
ン
グ
マ
ス
タ
ー
）

参
加
費
・
定
員
／
３
千
円
・
先
着
20
人

申
込
み
／
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
農
林
水
産
課
☎
（
72
）
９
８
９
３

夏
休
み
こ
ど
も
手
話
教
室

　

手
話
を
使
っ
て
、
自
己
紹
介
や
簡
単
な

歌
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
「
手
話
っ

て
何
？
」、「
手
話
で
話
し
て
み
た
い
な
」

な
ど
、
手
話
に
興
味
の
あ
る
小
学
生
は
ぜ

ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

と
き
／

①
７
月
25
日
（
金
）
13
時
30
分
～
15
時
30
分

②
７
月
28
日
（
月
）
13
時
30
分
～
15
時
30
分

と
こ
ろ
／
①
天
城
湯
ケ
島
支
所

②
生
き
い
き
プ
ラ
ザ

対
象
・
定
員
／
市
内
小
学
生
・
20
人

持
ち
物
／
飲
み
物
、
筆
記
用
具

申
込
み
／
７
月
18
日
（
金
）
ま
で
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
ど
ち
ら
か
1
回
だ
け
の
参
加
ま
た
は
、

２
回
続
け
て
の
参
加
も
で
き
ま
す
。

※
小
学
生
の
み
の
参
加
も
可
能
で
す
。

問
合
せ
／
社
会
福
祉
課
☎
（
72
）
９
８
６
３

伊
豆
っ
子
防
災
学
習
会
参
加
者
募
集

と
き
／
７
月
29
日
（
火
）

８
時
30
分
～
15
時
30
分

内
容
／

○
砂
防
堰え

ん
て
い堤
（
２
カ
所
程
度
）
の
見
学

○
身
近
な
防
災
知
識
の
習
得

○
台
風
や
防
災
発
生
時
の
心
構
え
や
避
難

の
重
要
性
な
ど
を
学
習

※
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
体
験
を
交
え
な

が
ら
学
習
し
ま
す
。

対
象
・
定
員
／
市
内
小
学
生
４
・
５
・
６
年

生
、
先
着
30
人
程
度

持
ち
物
／
筆
記
用
具
、
帽
子
、
水
筒
、
タ

オ
ル
、
雨
具
、
着
替
え
、
水
着　

な
ど

申
込
み
／
７
月
18
日
（
金
）
ま
で
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
／
○
参
加
費
は
無
料
で
す
。

○
昼
食
は
主
催
者
が
用
意
し
ま
す
。

○
雨
天
時
は
、
屋
内
施
設
で
行
な
い
ま
す
。

○
詳
細
は
、
各
小
学
校
へ
配
布
す
る
ポ
ス

タ
ー
や
参
加
申
込
書
に
記
載
し
ま
す
。

問
合
せ
／
土
地
対
策
課
☎
（
83
）
５
２
０
４

市
制
施
行
10
周
年
記
念

伊
豆
市
を
知
る
文
学
散
歩

　

ダ
ム
に
沈
ん
だ
村
、
岐
阜
県
徳
山
村
の

故ふ
る
さ
と郷
の
写
真
を
撮
り
続
け
た
カ
メ
ラ
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
こ
と
増
山
た
づ
子
さ
ん
の
写
真

展
と
、
徳
山
村
の
民
家
を
移
築
し
た
虹
の

郷
を
つ
な
い
だ
文
学
散
歩
で
す
。

と
き
／
７
月
20
日
（
日
）
９
時
～
15
時

と
こ
ろ
／
長
泉
町
ク
レ
マ
チ
ス
の
丘
フ
ォ
ト

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
『
増
山
た
づ
子
す
べ
て
写
真
に

な
る
日
ま
で
』
展
、
虹
の
郷
匠
の
村
、
漱
石
庵

参
加
費
／
７
０
０
円

対
象
・
定
員
／
市
民
・
先
着
30
人

問
合
せ
／

修
善
寺
図
書
館
☎
（
72
）
９
８
６
８

第
11
回
伊
豆
市
民
文
化
祭
参
加
者
募
集

　

日
ご
ろ
の
成
果
を
発
表
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

参
加
資
格
／
市
民
ま
た
は
文
化
協
会
会
員

♪
音
楽
・
芸
能
部
門

と
き
／
10
月
18
日
（
土
）・
19
日
（
日
）

９
時
30
分
～
17
時 

と
こ
ろ
／
生
き
い
き
プ
ラ
ザ

◆
展
示
部
門

修
善
寺
地
区
（
一
般
）
／
11
月
１
日
（
土
）・

２
日
（
日
）
生
き
い
き
プ
ラ
ザ

修
善
寺
地
区
（
園
児
・
児
童
・
生
徒
）
／

11
月
８
日
（
土
）・
９
日
（
日
）

生
き
い
き
プ
ラ
ザ

土
肥
地
区
／
11
月
８
日
（
土
）・
９
日
（
日
）

土
肥
小
学
校　

天
城
湯
ケ
島
地
区
／
11
月
８
日
（
土
）・
９

日
（
日
）
狩
野
ド
ー
ム

中
伊
豆
地
区
／
11
月
８
日
（
土
）・
９
日

（
日
）
中
伊
豆
小
学
校

申
込
み
／
７
月
14
日
（
月
）
か
ら
８
月
15
日

（
金
）
ま
で
の
間
に
、『
参
加
申
込
書
』
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。『
参
加
申
込
書
』
は
生
き
い
き
プ
ラ
ザ
、

各
図
書
館
、
社
会
教
育
課
に
備
え
置
き
ま
す
。

※
文
化
協
会
加
盟
団
体
に
は
『
参
加
申
込

書
』
を
郵
送
し
ま
す
。

問
合
せ
／
社
会
教
育
課
☎
（
83
）
５
４
７
８

パ
ソ
コ
ン
講
座
参
加
者
募
集

　

土
肥
高
等
学
校
の
先
生
が
講
師
と
な
り
、

パ
ソ
コ
ン
操
作
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。
生

徒
の
サ
ポ
ー
ト
も
あ
る
の
で
安
心
で
す
。

と
き
／
７
月
23
日
（
水
）・
24
日
（
木
）・

25
日
（
金
）
各
日
10
時
～
11
時
30
分

と
こ
ろ
／
土
肥
高
等
学
校
第
２
Ｐ
Ｃ
室

内
容
／
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
、
名
刺
カ

ー
ド
を
作
ろ
う
！

定
員
／
先
着
15
人

申
込
み
／
７
月
２
日（
水
）か
ら
７
月
18
日

（
金
）ま
で
の
間
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
社
会
教
育
課
☎
（
83
）
５
４
７
６

市
内
プ
ー
ル
の
夏
休
み
無
料
開
放

開
放
プ
ー
ル
／
天
城
温
泉
プ
ー
ル
、
中
伊

豆
室
内
温
水
プ
ー
ル
、

対
象
／
市
内
の
幼
稚
園
・
保
育
園
・
こ
ど

も
園
・
小
中
学
校
へ
通
う
お
子
さ
ん

期
間
／

○
天
城
温
泉
プ
ー
ル
…
７
月
28
日
（
月
）
～

８
月
22
日
（
金
）（
月
曜
日
休
館
）
９
時

～
16
時
（
12
時
30
分
～
13
時
30
分
休
憩
）

○
中
伊
豆
室
内
温
水
プ
ー
ル
…
７
月
29
日

（
火
）
～
８
月
22
日
（
金
）（
火
曜
日
休

館
）
９
時
～
16
時
（
12
時
～
13
時
休
憩
）

※
両
施
設
と
も
土
日
は
有
料
で
す
。

利
用
方
法
／
入
館
時
に
プ
ー
ル
カ
ー
ド
、

ま
た
は
生
徒
手
帳
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
／
小
学
２
年
生
以
下
は
、
保
護
者

が
水
着
着
用
の
上
、
同
伴
を
お
願
い
し
ま

す
。
ス
ク
ー
ル
参
加
時
は
有
料
で
す
。

問
合
せ
／
社
会
教
育
課
☎
（
83
）
５
４
７
７

中
伊
豆
室
内
温
水
プ
ー
ル
ふ
れ
っ
ぷ

☎
（
75
）
７
５
７
５

夏
休
み
恒
例
！
朝
イ
チ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

参
加
者
募
集
（
申
し
込
み
不
要
）

　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
が
効
果
的
な
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
法
を
伝
授
！
早
朝
の
す
が
す
が
し
い

空
気
の
中
、
ラ
ジ
オ
体
操
と
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

で
気
持
ち
の
い
い
汗
を
流
し
ま
せ
ん
か
。

と
き
／
７
月
27
日
、
８
月
３
日
・
10
日
・
17

日
・
24
日
（
日
）
６
時
30
分
～
（
雨
天
中
止
）

■
中
伊
豆
コ
ー
ス

集
合
場
所
／
中
伊
豆
小
学
校
駐
車
場

コ
ー
ス
／
中
伊
豆
小
学
校
か
ら
白
岩
バ
ス

停
付
近
ま
で
の
農
道
を
往
復
約
５
㎞

■
土
肥
コ
ー
ス

集
合
場
所
／
松
原
公
園

コ
ー
ス
／
松
原
公
園
か
ら
小
土
肥
海
岸
ま

で
の
往
復
約
３
㎞

持
ち
物
／
運
動
靴
、
運
動
の
で
き
る
服
装
、

タ
オ
ル
、
飲
み
物
な
ど

問
合
せ
／
社
会
教
育
課
☎
（
83
）
５
４
７
７

ボ
ク
サ
サ
イ
ズ
教
室
参
加
者
募
集

　

ボ
ク
サ
サ
イ
ズ
と
は
、
ボ
ク
シ
ン
グ
の

練
習
メ
ニ
ュ
ー
を
取
り
入
れ
た
運
動
の
こ

と
で
、
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
や
持
久
力
ア
ッ

プ
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。

と
き
／
7
月
10
日
・
24
日
、
9
月
11
日
・

25
日
（
木
）
19
時
30
分
～

と
こ
ろ
／
生
き
い
き
プ
ラ
ザ

持
ち
物
／
運
動
靴
、
運
動
の
で
き
る
服
装
、

タ
オ
ル
、
飲
み
物
な
ど

問
合
せ
／
社
会
教
育
課
☎
（
83
）
５
４
７
７

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
体
験
講
座

　

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
正
し
く
安
全
に
楽

し
む
方
法
を
学
ん
で
、
地
域
や
職
場
の
皆

さ
ん
の
健
康
づ
く
り
を
支
援
し
ま
し
ょ
う
。

と
き
／
８
月
24
日
（
日
）
９
時
20
分
～
16
時

と
こ
ろ
／
狩
野
ド
ー
ム

内
容
／
ラ
ダ
ー
ゲ
ッ
タ
ー
、
ス
カ
ッ
ト
ボ

ー
ル
Ⅱ
、
シ
ャ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
マ
ン
カ
ラ
、

ユ
ニ
カ
ー
ル

対
象
／
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

指
導
者
を
目
指
し
て
い
る
人
、
ま
た
は
関

心
の
あ
る
人

定
員
／
先
着
40
人

持
ち
物
／
運
動
で
き
る
服
装
、
体
育
館
シ

ュ
ー
ズ
、
タ
オ
ル
、
筆
記
用
具
、
飲
み
物
、

昼
食

申
込
み
／
社
会
教
育
課
、
本
庁
、
各
支

所
、
各
図
書
館
お
よ
び
各
体
育
館
に
あ
る

『
参
加
申
込
書
』
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
社
会
教
育
課
☎
（
83
）
５
４
７
７

募

　
　集

イ
ベ
ン
ト
・
教
室



編
集
後
記

　

こ
ん
に
ち
は
。
広
報
１
年
目
の 

西 

で
す
。

市
で
は
、
市
制
施
行
10
周
年
と
い
う
こ
と

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
記
念
行
事
が
行
な
わ
れ

て
い
ま
す
。
伊
豆
市
が
誕
生
し
た
の
は
、

私
が
中
学
２
年
生
の
と
き
で
し
た
。
合

併
前
の
記
憶
が
判
然
と
し
な
い
と
こ
ろ

に
、
時
の
流
れ
を
感
じ
ま
す
。
中
村
草
田

男
が
「
降
る
雪
や
明
治
は
遠
く
に
な
り
に

け
り
」
と
詠
ん
だ
の
は
、
明
治
が
終
わ
っ

て
、
お
よ
そ
20
年
後
だ
そ
う
で
す
。
市
制

施
行
20
周
年
を
い
い
年
で
迎
え
ら
れ
る
よ

う
、
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

郷
土
資
料
館
だ
よ
り
⑯

を
務
め
、
曹
洞
宗
の
発
展
に
大
き
な
功

績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
墨
跡
は
大

正
９
年
に
元
峰
老
師
が
お
書
き
に
な
っ

た
も
の
で
、
「
ま
く
も
う
ぞ
う
」
ま
た

は
「
も
う
ぞ
う
す
る
こ
と
な
か
れ
」
と

読
み
ま
す
。
妄
想
と
は
、
二
つ
の
対
立

的
な
分
別
に
対
し
て
、
一
方
を
捨
て
一

方
を
求
め
る
心
を
い
い
、
莫
妄
想
と
は

そ
の
対
立
的
な
考
え
か
ら
脱
却
し
、
す

べ
て
が
一
つ
と
な
り
、
一
行
三
昧
（
ひ

と
つ
の
修
行
方
法
に
専
心
す
る
こ
と
）

と
な
っ
て
身
も
心
も
魂
も
打
ち
込
ん
で

な
す
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
余
計
な
こ
と

は
考
え
る
な
と
い
う
禅
語
で
す
。

展
示
期
間
／

５
月
30
日
（
金
）
～
７
月
29
日
（
火
）

９
時
～
16
時
（
毎
週
木
曜
日
休
館
）

入
館
料
／
大
人
３
０
０
円
、
小
中
高
生

１
５
０
円
（
県
内
小
学
生
無
料
）

問
合
せ
／
修
善
寺
郷
土
資
料
館

☎
（
72
）
１
９
３
４

修
禅
寺
ゆ
か
り
の
宝
物
展
示
Ⅵ

　

当
館
で
は
、
継
続
し
て
行
な
っ
て
き

ま
し
た
宝
物
調
査
の
成
果
を
踏
ま
え
、

修
禅
寺
ゆ
か
り
の
寺
宝
を
紹
介
し
て
い

く
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
普
段
見
る
こ
と

の
で
き
な
い
寺
宝
を
修
禅
寺
の
協
力
の

も
と
に
公
開
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
前
月
に
引
き
続
き
、
絵
画

資
料
の
中
か
ら
近
代
の
水
墨
画
や
花
鳥

画
、
そ
し
て
書
跡
資
料
か
ら
近
代
高
僧

の
墨
跡
な
ど
を
展
示
公
開
し
て
い
ま
す
。

☆
主
な
展
示
作
品

『
寒
山
捨
得
図
』
柳
田
斗
墨 

一
幅

『
老
松
』
柳
田
斗
墨 

一
幅

『
竹
笹
図
』
柳
田
斗
墨 

一
幅

『
蓮
図
』
松
岡
環
翠 

一
幅

『
孤
鶴
友
松
』
寺
崎
廣
業 

一
幅

『
須
菩
提
』
倉
田
松
濤 

一
幅

『
墨
跡 

莫
妄
想
』
北
野
元
峰 

一
幅

『
墨
跡 

愛
語
』
丹
羽
廉
芳 

一
幅

『
墨
跡 

一
点
梅
花
蘂
』
宮
崎
奕
保 

一
幅

『
詩
歌
』
股
野
琢 

一
幅

★
今
月
の
こ
の
一
点
！

『
墨
跡　

莫
妄
想
』
北
野
元
峰  

近
代

　

北
野
元
峰
老
師
（
１
８
４
２
～

１
９
３
３
）
は
、
幕
末
か
ら
昭
和
時
代

に
か
け
て
活
躍
し
た
禅
僧
で
、
大
正
９

年
に
永
平
寺
67
世
貫
首
、
曹
洞
宗
管
長

今月の表紙

　今月の表紙のホタルは、加
殿の農道で撮影をしたものです。
　市内では、『天城ほたる祭
り』や修善寺温泉の『ほたる
の夕べ』といったイベントの
ほかにも、何げない田んぼの
あぜ道などでも、ホタルを観
察することができます。
　自然豊かな市内で、自分の
観察スポットを探すのもいい
かもしれません。

▶
『
墨
跡 

莫
妄
想
』
北
野
元
峰
作
品　

西

菊地市長と語り合おう！

地区懇談会を開催します
　伊豆市の『未来に向けてのまちづくり』を推進するため、市内各地域で会場
をお借りし、地区懇談会を開催します。
　地域の共通課題や将来の地域づくりのための考え方など、皆さんのご意見
を伺い、今後の施策に役立てていきますので、多くのご参加をお願いします。

問合せ／政策推進課☎（72）1187

日　　程

7 月16 日（水）

7 月 28 日（月）

7 月 29 日（火）

8 月 6 日（水）

8 月 7 日（木）

8 月12 日（火）

8 月18 日（月）

8 月 20 日（水）

8 月 21日（木）

8 月 22 日（金）

8 月 25 日（月）

8 月 26 日（火）

対　　　象　　　地　　　区

宿、大滝、茅野、長野、西平、金山、持越、市山

上船原、下船原、青羽根、本柿木、大平柿木、松ケ瀬、
佐野、雲金、南修善寺グランドビレッジ

門野原、吉奈、月ケ瀬、田沢、矢熊

八幡、城、梶山、伊豆平パールタウン、中伊豆高原、
梅木、宮上、柳瀬、関野、元村、小川、西、清水、
上和田、ニューライフ

大沢、堀切、山田、熊坂、ニュータウン、かんぽ、
瓜生野

大平、本立野、小立野、日向、加殿、田代、奥野

紙谷、雇用促進、北又、湯舟、中里、大下、半経寺、
セザール、下 ･ 中 ･上神戸、小坂、弁天町、小山、南町、
本町、遊覧町、桂町、芝山台、藤ヶ平

横瀬、駅前、柏久保、古川、牧之郷、大野、年川、
富士見平、嵯峨、競輪学校

地蔵堂、原保、菅引、中原戸、戸倉野、筏場、貴僧坊、
姫之湯

堰、下尾野、向、大幡野、沢口、持越、天城高原、
丸野高原、徳永南、徳永東

小池、松原、西浜、上野、中島、長藤、大久保、下村、
中村、大木山、菅沼、坂ノ上、米崎、小峰、藤沢

大藪、中浜、平野、屋形、金山、馬場、水口、中村、
横瀬、天金、新田、土肥団地、平石、浜、黒根、出口、
入谷

会　　場

天城湯ケ島支所

狩野幼稚園

天城湯ケ島支所

中伊豆ふれあいプラザ

熊坂小学校体育館

生きいきプラザ

修善寺総合会館

修善寺南小学校体育館

八岳集会所

冷川中央公民館

土肥南体育館

土肥支所

❖日程・会場一覧（時間は各日19 時～ 21時）❖

2014. 723 2014. 7 22

伊豆市の人口
（平成26年6月1日現在）

　　男：15,893人（＋26）

　　女：17,325人（－21）

　　計：33,218人（＋5）

世帯数：13,467世帯（＋55）

※（　）内は前月比

伊豆市制施行 10 周年
今月の冠事業のご紹介

①伊豆市未来づくりセッション　とき／次代を担う人
づくり 7月 13日（日）13時～、持続可能な財政フレー
ムと成長戦略 7 月 27 日（日）13 時～　ところ／生
きいきプラザ　問合せ／政策推進課☎（72）9873
②わらぼ夏祭り　とき／ 8 月 1 日（金）12 時 30 分
～ 21 時　ところ／八岳集会場　問合せ／わらぼ夏祭
り実行委員会長・土屋☎090（8474）9846
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＊健康増進課＊

3 歳児健診でむし歯が
ゼロだったお子さんを紹介します。

3 歳児健診でむし歯が
ゼロだったお子さんを紹介します。

＊健康増進課＊

食育
 ひとくち
食育
 ひとくち

毎月19日は
食育の日memomemo

…伊豆市食育推進会議…

試してクッキング！試してクッキング！

メニュー提供／伊豆市健康づくり食生活推進協議会メニュー提供／伊豆市健康づくり食生活推進協議会

＊ 夏野菜をたっぷりと ＊

材　料　（４人分）　 作　り　方

①アジは一口大に切り、塩、こしょうを
軽く振り掛けて、小麦粉をまぶす。

②緑豆春雨は、ゆでて冷水にとり、水気
を切って食べやすい長さに切る。

③シメジは、石づきを取り小房に分け
て、熱湯でゆでる。

④キュウリは、細切りにする。
⑤トマトは皮を湯むきにしてから種を
取り除き、1.5cm角に切る。

⑥玉ネギは、薄くスライスして塩水に
さらし水気をきる。

⑦ミョウガは薄くスライスする。
⑧【ドレッシング】を合わせておく。
⑨①のアジを揚げ、ドレッシングに入れ
味を含ませ、さらにそのほかの材料
を加え、全体にあえて器に盛る。

※カツオやメカジキ、鶏肉もお勧めです。

◆アジ（三枚おろし）200g
◆塩・こしょう……… 少々
◆小麦粉…………  大さじ2
◆油…………………… 適量
◆緑豆春雨…………… 20g
◆シメジ…………  1パック
◆キュウリ……………  1本
◆トマト………………  1個
◆玉ネギ(小)……… 1／2個
◆ミョウガ……………  2本  
◆【ドレッシング】 
   ◇酢……………  大さじ3
   ◇しょうゆ…  大さじ2強
   ◇砂糖…………  大さじ1
   ◇ラー油…………… 少々
   ◇ゴマ油………  大さじ1
   ◇すりゴマ……  大さじ1

～親子で大切にしたい日本の食文化～

         　　　　 香味野菜とアジの
　　　　　中華風和え物

         　　　　 香味野菜とアジの
　　　　　中華風和え物

４人分
栄養価

◇エネルギー…204kcal　◇タンパク質…16g
◇脂質…9g  ◇鉄分…1.8㎎  ◇食塩…1.8g

　これからますます暑くなり、食欲が低下しやすい季節です。そんなとき
は、夏野菜が大きな味方です。トマトなどの水分の多い野菜は、体を冷や
し、オクラなどのネバネバは、疲れた胃の保護や消化吸収を助けてくれま
す。ミョウガなどの香味野菜をアクセントに、肉や魚などのタンパク質と組
み合わせればバランスもＯＫ。夏は疲れやすい季節だからこそ、しっかり食
事を取りたいものですね。　　　　　  
　

健康増進課　管理栄養士　大瀧 友恵

田野 竣大ちゃん

　     た の    しゅんた　　　

（下白岩）

渡邉 煌ちゃん
        わたなべ こう　　　

（熊坂）

三田 郁馬ちゃん

　     み た    いくま　　　

（下白岩）

安田 朱里ちゃん

       やすだ    あかり　　　

（原保）

佐藤 愛歌ちゃん
       さとう    まなか　　　

（熊坂）

杉村 優衣ちゃん

　   すぎむら  ゆ い 　 　　

（修善寺）

竹村 琉心ちゃん

     たけむら りゅうしん　　　

（修善寺）

土屋 愛流ちゃん

       つちや   あいる　　　

（原保）

田野 翔大ちゃん

　     た の    しょうた　　　

（下白岩）

高木 里緒菜ちゃん    たかぎ　　り お な 　　

（土肥）
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